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を
中
心
に
広
が
るB

eR
eal.

（
図
表
２
）
は
、

承
認
し
た
相
手
だ
け
が
閲
覧
で
き
、
そ
の
場

の
様
子
を
即
時
に
投
稿
す
る
こ
と
を
特
徴
と

す
る
。
だ
が
、こ
の
『
身
内
だ
け
に
見
せ
る
』

と
い
う
感
覚
が
、
情
報
管
理
の
緩
み
に
つ
な

が
り
や
す
い
。
本
件
で
も
最
終
的
に
は
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
が
Ｘ
で
拡
散
し
、
炎
上
を

招
い
た
。
と
り
わ
け
秘
匿
性
の
高
い
情
報
を

扱
う
企
業
で
は
、
こ
の
種
の
流
出
は
致
命
傷

に
な
り
う
る
。
金
融
機
関
に
限
ら
ず
、
製
造

業
の
開
発
情
報
や
顧
客
デ
ー
タ
な
ど
、
外
部

流
出
の
影
響
が
大
き
い
領
域
で
は
、
同
じ
構

図
が
起
こ
り
う
る
。

　

加
え
て
、
企
業
側
の
謝
罪
コ
メ
ン
ト
が

『
拡
散
し
た
側
に
責
任
が
あ
る
』
と
受
け
取

ら
れ
か
ね
な
い
内
容
だ
っ
た
こ
と
も
、
批
判

を
強
め
る
一
因
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
こ

の
炎
上
騒
動
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
対
応
で

株
価
が
下
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
動
対

応
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
計
そ
の
も
の
が

二
次
炎
上
の
引
き
金
に
な
り
う
る
。

　

炎
上
へ
の
初
動
対
応
は
、
企
業
の
危
機
管

理
能
力
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
。
ス
ピ
ー
ド

と
何
が
本
質
的
な
問
題
な
の
か
を
見
極
め
る

こ
と
だ
。自
社
の
ど
こ
に
根
本
要
因
が
あ
り
、

ど
こ
を
謝
罪
す
べ
き
な
の
か
を
整
理
し
な
い

ま
ま
全
面
的
に
頭
を
下
げ
て
も
、
事
態
は
収

従業員投稿は、
なぜ企業の火種になるのか

得
感
の
あ
る
手
続
き
に
な
っ
て
い
る
か
が
問

わ
れ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
バ
イ
ト
テ
ロ
」
は
新
し
い
問

題
で
は
な
い
。
だ
が
近
年
は
、
炎
上
の
経
路

そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年

に
起
き
た
宅
配
ピ
ザ
チ
ェ
ー
ン
の
事
例
で
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
（
図
表
１
）

へ
の
限
定
公
開
投
稿
が
、
最
終
的
に
Ｘ
で
拡

散
さ
れ
、
炎
上
へ
と
発
展
し
た
。

　

い
ま
は
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
経
由
し
て
火
が

つ
く
。
24
時
間
で
消
え
る
投
稿
で
あ
っ
て
も
、

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
さ
れ
れ
ば
恒

久
的
な
記
録
に
な
り
う
る
。
む
し
ろ
閉
じ
た

つ
も
り
の
空
間
ほ
ど
、
利
用
者
の
警
戒
心
は

緩
み
や
す
い
。
と
り
わ
け
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

は
、
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
や
職
業
倫
理
の

理
解
に
個
人
差
が
大
き
く
、
教
育
だ
け
で
防

ぐ
の
は
難
し
い
。採
用
段
階
で
の
見
極
め
と
、

問
題
発
生
時
の
方
針
の
明
確
化
を
セ
ッ
ト
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｇ
Ｗ
直
前
に
報
じ
ら
れ
た
地
方
銀
行
の
情

報
流
出
事
案
は
、
近
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ス
ク
の

変
化
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。
若
年
層

　

こ
の
春
、
企
業
実
務
の
現
場
で
改
め
て

浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
、
従
業
員
に
よ
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
投
稿
を
起
点
と
す
る
炎
上
リ
ス
ク
で
あ

る
。４
月
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）

明
け
に
か
け
て
相
談
は
相
次
ぎ
、
人
事
・
広

報
部
門
で
は
「
ど
う
防
ぐ
か
」
が
共
通
課
題

と
な
っ
た
。
従
業
員
の
投
稿
は
、
も
は
や
個

株式会社クラッド  SNS リスクコンサルタント　鈴木 秀哉
※リリーフサインは6月1日、株式会社クラッドへ社名変更いたしました。

人
の
逸
脱
行
為
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
に
は
情
報
管
理
の
甘
さ
、
組
織
風
土
の

ひ
ず
み
、危
機
対
応
の
成
熟
度
が
映
り
込
む
。

し
か
も
一
度
可
視
化
さ
れ
た
問
題
は
、
採
用
、

顧
客
対
応
、
取
引
先
と
の
関
係
に
ま
で
波
及

し
や
す
い
。
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
事
例

を
手
が
か
り
に
、
炎
上
が
ど
の
よ
う
に
生
ま

れ
、
な
ぜ
広
が
り
、
企
業
は
ど
こ
に
手
を
打

つ
べ
き
か
を
考
え
た
い
。

　

２
０
２
５
年
に
医
療
機
関
で
起
き
た
事
例

は
、
そ
の
典
型
と
い
え
る
。
勤
務
す
る
看
護

師
を
名
乗
る
ア
カ
ウ
ン
ト
が
、「
患
者
へ
の

不
適
切
行
為
」
や
「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
隠
蔽

す
る
体
質
」
に
つ
い
て
投
稿
し
、
大
き
な
波

紋
を
呼
ん
だ（
現
在
は
削
除
）。
高
い
倫
理
性

が
求
め
ら
れ
る
医
療
機
関
に
と
っ
て
、
こ
の

種
の
発
信
が
信
用
に
与
え
る
打
撃
は
小
さ
く

な
い
。
だ
が
本
件
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
投

稿
内
容
そ
の
も
の
以
上
に
、
そ
の
後
の
対
応

が
事
態
を
長
引
か
せ
た
点
で
あ
る
。
医
療
機

関
側
は
「
隠
蔽
の
事
実
は
な
か
っ
た
」
と
結

論
づ
け
た
が
、聞
き
取
り
は
院
内
に
限
ら
れ
、

患
者
や
家
族
へ
の
確
認
は
な
く
、
曖
昧
な
対

応
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
疑
義
を
十
分
に

払
拭
で
き
ず
、
対
応
そ
の
も
の
が
批
判
の
対

象
に
な
っ
た
。
危
機
事
案
で
は
、
事
実
認
定

の
厳
密
さ
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
見
て
納

巧妙化するSNS上のリスクにどう対応すべきか

【第2回】

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
１

：

火
を
大
き
く
し
た
の
は
、

投
稿
後
の
対
応

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
２

：

『
非
公
開
だ
か
ら
大
丈
夫
』が

通
用
し
な
い
時
代

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
３

：

『
身
内
だ
け
』と
い
う

安
心
感
が
招
く
情
報
流
出

炎
上
対
応
で
問
わ
れ
る
の
は
、

『
速
さ
』と『
見
極
め
』

2



た
め
、
社
内
ル
ー
ル
の
周
知
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
テ

ラ
シ
ー
の
更
新
は
、
一
度
き
り
の
研
修
で
終

わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
事
例
を

使
っ
て
『
何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
』
を
考
え
さ

せ
、
処
分
方
針
も
就
業
規
則
と
結
び
つ
け
て

明
確
に
示
す
こ
と
が
、
現
実
的
で
実
効
性
の

高
い
対
策
に
な
る
。
重
要
な
の
は
、
抽
象
的

な
注
意
喚
起
に
と
ど
め
ず
、何
が
禁
止
さ
れ
、

何
が
リ
ス
ク
な
の
か
を
具
体
的
に
共
有
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

従
業
員
に
よ
る
炎
上
は
、
偶
然
起
き
る
も

の
で
は
な
い
。
小
さ
な
油
断
、
共
有
範
囲
に

対
す
る
思
い
込
み
、
そ
し
て
平
時
の
備
え
の

不
足
が
重
な
っ
た
と
き
に
表
面
化
す
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
平
時
の
対
策
に
手
間
と
コ
ス
ト

を
か
け
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
企
業
価
値

を
守
る
最
も
堅
実
な
選
択
に
な
る
。
炎
上
対

策
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
を
過
度
に
制
限
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
組
織
と
し
て
守
る
べ
き

線
引
き
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
日
常
的
に
運

用
で
き
る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
、
い

ま
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

束
し
に
く
い
（
図
表
３
）。
公
表
で
求
め
ら
れ

る
の
は
、
感
情
に
訴
え
る
長
い
説
明
で
は
な

く
、
必
要
な
情
報
を
過
不
足
な
く
示
す
こ
と

だ
。
ま
ず
は
迅
速
に
事
案
の
発
生
を
知
ら
せ

る
こ
と
で
二
次
被
害
の
防
止
に
つ
な
げ
、
そ

の
後
は
判
明
し
た
事
実
に
応
じ
て
情
報
を
順

次
公
表
し
て
い
く
。
初
動
が
遅
れ
れ
ば
『
隠

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う
疑
念
を

招
き
、
逆
に
拙
速
す
ぎ
れ
ば
説
明
の
粗
さ
が

新
た
な
批
判
を
呼
ぶ
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
両
方
を
避
け
る
判
断
で
あ
る
。

　

最
重
要
課
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
予
防

で
あ
る
。
炎
上
が
繰
り
返
さ
れ
れ
ば
、
企
業

へ
の
信
頼
は
少
し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
損

な
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
新
入
社
員
に
よ
る
炎

上
が
目
立
つ
背
景
に
は
、
学
生
時
代
の
ネ
ッ

ト
利
用
感
覚
と
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ

る
責
任
意
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
の

結
局
、
最
善
策
は

『
起
き
る
前
の
備
え
』

図表3　危機管理対応の原則

① 早期発見

② 根本要因／事案の内容の調査

③ 謝罪ポイントの明確化

④ 再発防止策策定

特徴

●加工・フィルターが一切なし。
●「 映えない日常 」をそのまま
シェアするのがコンセプト。

●フォロワー数やいいね数の概
念がなく、SNS疲れを感じた
若者に支持されて急成長。

仕組み

ユーザー層

●97％がZ世代（ 14～
27歳）。

●特に10代・20代前半
が中心。

●毎日投稿するアクティ
ブユーザーが多い。

仕組み

●1日1回、ランダムな時
間に通知が届き、2分
以内に前後カメラで同
時撮影して投稿。

●自分が投稿しないと他
人の投稿が見られない
仕組み。

情報漏洩リスク

●「友達しか見ていない」感覚
が強く、職場での衝撃投稿が
起きやすい。

●スクショされても気づきにく
く、情報漏洩リスクが高い。

アクティブユーザー

約500万人以上
2025年・BeReal媒体資料

図表2　BeRealの概要

BeReal（ビーリアル）とは

Copyright ©Reliefsign Co., Ltd. All rights reserved

図表1　インスタグラムストーリーの概要

Instagram ストーリーズ投稿とは

特徴

●投降後24時間で自動消去さ
れる機能。

●通常のフィード投稿と異なり
気軽に使われる。

●アンケートや質問スタンプな
どインタラクティブな機能も
充実。

仕組み

ユーザー層

●10～2 0 代の利 用率
70％超。

●女性ユーザーが多い
が、全世代に広く浸透
している。

仕組み

●フォロワー全体、または
「親しい友人」リストに
絞って公開できる。

●ただしスクリーンショッ
トを撮られても投稿者
に通知は届かない。

情報漏洩リスク

●国内のアクティブユーザーの
70％が毎日使用。

●「ちょっとした日常報告」の感
覚で使われるため、機密情報
が無意識に投稿されるリスク
がある。

アクティブユーザー

6,600万人以上
2023年11月・Meta発表
（以降も増加傾向）
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沸騰化する日本

もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

三重大学大学院生物資源学研究科 教授◉立花 義裕

Yoshihiro Tachibana
三重大学大学院生物資源学研究科、地球環境学講座・気象・気候ダイナミ
クス研究室教授。札幌南高等学校卒業。博士（理学）。北海道大学低温科
学研究所、ワシントン大学、海洋研究開発機構等を経て現職。小学生のとき
に、雪の少ない地域や豪雪地域への引っ越しを経験し、気象に興味を持つ。
ニュース番組にも多数出演し、異常気象や気候危機の情報を精力的に発信。
近著に『異常気象の未来予測』（ポプラ新書、2025年）。

　

最
高
気
温
40
度
越
え
が
日
常
と
な
っ
た
昨

年
の
夏
。
こ
う
し
た
事
態
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
べ
く
気
象
庁
は
、
40
度
超
え
の
日
を
新
た

に
「
酷
暑
日
」
と
定
義
し
た
。
こ
れ
は
、
政

府
か
ら
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
フ
ァ
イ
ナ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
た
方
が
よ
い
。

　

温
暖
化
の
影
響
は
夏
の
高
温
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
雨
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
た
地

域
で
豪
雨
が
発
生
し
、
ゲ
リ
ラ
雷
雨
も
全
国

で
常
態
化
す
る
な
ど
、
気
候
の
異
変
が
す
さ

ま
じ
い
。
こ
う
し
た
異
常
気
象
に
よ
る
イ
ン

世界各地で異常気象とそれに関連する大規模災害が頻
発している。大雨、台風、洪水、土砂災害……。そし
て日本では、過去最大規模の山火事が相次いで発生し
た。この夏は過去140年間で最強のエルニーニョが発生
し、世界の平均気温が観測史上最高を更新するとも予
測される。エルニーニョ＝冷夏という日本の常識も覆さ
れることになりそうだ。
こうした異常気象の「ノーマル化」は、事業活動にも確
実に影響し始めている。工場などの立地の見直しを迫
られたり、サプライチェーンの再構築を進める動きもあ
る。さらに深刻なのは、米国を中心に広がる、災害に
よる損失を保険でカバーできない未来が、日本にも近づ
いていることだ。すでに保険料の上昇や免責額の引き
上げなどにより、保険に入りたくても現実的な条件で
は手当できない状況が生じている。地球温暖化に伴う
ニューノーマルをいかに受容し、可能な範囲でコントロー
ルするのか。迅速な判断と行動が求められている。

二
季
化
と
酷
暑
日
の
警
鐘
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常
気
象
の
未
来
予
測
』（
立
花
義
裕
著
、
ポ

プ
ラ
新
書
）で
あ
る
。
お
か
げ
さ
ま
で
重
版

を
重
ね
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ

い
た
。
本
稿
で
は
、
執
筆
後
に
起
こ
っ
た

２
０
２
５
年
以
降
の
異
常
気
象
を
中
心
に
、

数
年
続
く
猛
暑
の
原
因
を
記
す
。

　

異
常
気
象
、
そ
の
最
た
る
現
象
で
あ
る
夏

の
暑
さ
は
、
な
ぜ
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て

深
刻
な
の
か
。
そ
れ
は
日
本
列
島
が
、
地
理

的
条
件
に
よ
っ
て
「
世
界
で
一
番
損
を
す
る

こ
と
」
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

第
一
の
要
因
は
偏
西
風
の
蛇
行
。
そ
し
て
、

二
つ
目
の
要
因
は
「
海
」。
温
暖
化
に
よ
っ

て
、
地
球
全
体
の
海
面
水
温
は
上
昇
し
て
い

る
が
、
海
水
は
世
界
で
「
公
平
」
に
熱
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
海
が
「
狙

い
撃
ち
」
に
あ
っ
て
い
る
状
況
な
の
だ
。

　

世
界
で
最
も
海
面
水
温
が
高
い
の
は
、
日

本
の
真
南
に
位
置
す
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
北
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

付
近
に
位
置
す
る
海
域
だ
。
こ
れ
は
、
東
か

ら
西
に
吹
く
貿
易
風
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
の

東
の
端
に
あ
る
ペ
ル
ー
以
西
の
温
か
い
海
水

が
そ
の
一
帯
に
貯
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
「
世
界
一
ホ
ッ
ト
」
な
海
水
が
、

「
世
界
一
、二
を
争
う
速
い
海
流
」
で
あ
る
黒

潮
に
よ
っ
て
日
本
の
海
に
運
ば
れ
て
く
る
。

増
や
す
こ
と
に
た
と
え
ら
れ
る
。
蓋
が
多
い

方
が
、
鍋
の
な
か
の
お
湯
の
温
度
は
高
く
保

た
れ
る
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ま
だ
に
温
室
効
果
を
信
じ

た
く
な
い
人
が
、「
猛
暑
は
認
め
る
が
、
原

因
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
は
な
い
」
と

い
う
フ
ェ
イ
ク
に
飛
び
つ
く
。
こ
れ
も
肌
感

覚
だ
が
、
高
学
歴
の
人
ほ
ど
フ
ェ
イ
ク
に
陥

り
や
す
い
。

　

入
試
問
題
や
企
業
の
入
社
試
験
の
代
表
例

で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
に
は
、「
地
球
温
暖

化
の
原
因
は
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
」
の
正
誤

を
問
う
問
題
が
出
て
い
る
。
彼
ら
は
合
格
す

る
た
め
に
、
上
記
の
問
い
に
は
、「
○
」
と
答

え
る
。
こ
れ
は
、（
-2 

）
× （
-2
）
を 

「
４
」

と
答
え
る
こ
と
と
似
て
い
る
。
負
の
数
と
負

の
数
の
か
け
算
が
、
正
の
数
に
な
る
と
覚
え

さ
せ
ら
れ
た
か
ら
、
答
え
に
は
、「
-4
」
で
は

な
く
「
４
」
と
書
く
が
、
そ
れ
を
説
明
で
き

な
い
人
は
多
い
。

　

納
得
い
か
な
い
こ
と
は
、
心
か
ら
信
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
学
校
が
、
か
け
算
の
原

理
の
解
説
に
不
熱
心
な
よ
う
に
、
温
暖
化
で

異
常
気
象
が
多
発
す
る
原
理
を
知
る
機
会
が

乏
し
い
こ
と
が
、
フ
ェ
イ
ク
論
が
蔓
延
し
て

い
る
一
因
で
は
な
い
か
。

　

温
暖
化
で
異
常
気
象
が
増
え
る
理
由
を

理
解
す
る
企
業
が
、
多
数
を
占
め
な
け
れ

ば
、
社
会
全
体
の
行
動
変
容
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
な
ぜ
」
を
解
説
し
た

本
が
、
２
０
２
５
年
７
月
に
上
梓
し
た
『
異

フ
ラ
や
交
通
網
の
混
乱
、
猛
暑
に
よ
る
労
働

制
約
、
農
水
産
物
の
収
穫
量
減
少
、
品
質
低

下
、
そ
し
て
価
格
高
騰
な
ど
、
生
活
や
経
済

全
般
へ
及
ぼ
す
影
響
も
無
視
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
。
も
は
や
、
異
常
気
象
が
常
態
化
し

て
い
る
。

　

私
は
テ
レ
ビ
に
と
き
ど
き
出
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
意
識
し
て
い
る
の
は
、
視

聴
者
の
心
に
刻
む
よ
う
な
、
キ
ラ
ー
ワ
ー
ド

を
意
図
的
に
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と

だ
。
「
二
季
」
が
そ
の
代
表
例
だ
。
そ
の
「
二

季
」
が
、
２
０
２
５
年
の
新
語
・
流
行
語
大

賞
ト
ッ
プ
10
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
は
「
人
々

の
気
候
へ
の
意
識
の
変
化
の
表
れ
」
だ
と
感

じ
る
。
世
論
は
、
着
実
に
温
暖
化
を
意
識
す

る
方
向
に
動
い
て
い
る
。
時
は
い
ま
、
時
流

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
乗
せ
る
こ
と
。

　

だ
が
、
温
暖
化
に
懐
疑
的
な
声
を
い
ま
で

も
よ
く
聞
く
。
私
の
肌
感
覚
だ
が
、
ネ
ッ
ト

で
情
報
を
得
る
人
ほ
ど
懐
疑
的
だ
。し
か
し
、

世
界
の
気
候
科
学
者
は
、
「
人
間
活
動
が
温

暖
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
」
と
い
う
点
で

強
い
合
意
に
達
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
に
日
本
出
身
の
気
象
研
究

者
・
真
鍋
淑
郎
氏
が
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
の
増
加
が
地
表
気
温
の
上
昇
を
も
た
ら
す

こ
と
を
、
世
界
で
初
め
て
定
量
的
に
示
し
て

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）も
、
人
為
起
源
の
温
室

効
果
ガ
ス
増
加
が
温
暖
化
の
主
要
因
で
あ
る

こ
と
を
断
言
し
て
い
る
。

　

温
室
効
果
は
、
中
学
校
の
教
科
書
に
も
記

載
が
あ
る
が
、念
の
た
め
説
明
し
て
お
こ
う
。

地
球
は
太
陽
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
続
か
な
け
れ
ば
冷
え
て
い
く
。
鍋
で

お
湯
を
沸
か
す
と
き
に
ふ
た
を
す
る
と
、
同

じ
火
力
で
も
お
湯
は
す
ぐ
に
熱
く
な
る
が
、

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
地
球
温
暖
化
ガ
ス
は
、

そ
の
蓋
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

人
間
の
活
動
で
排
出
さ
れ
た
余
分
な
二
酸

化
炭
素
が
、
よ
り
多
く
の
熱
を
大
気
中
に
閉

じ
込
め
て
気
温
を
上
げ
て
い
る
の
が
温
室
効

果
だ
。
二
酸
化
炭
素
増
加
は
、「
蓋
」
の
数
を

無
関
心
な
日
本
と
、

温
暖
化
懐
疑
論
の
蔓
延

温
暖
化
の
影
響
が

日
本
に
集
中
す
る
理
由
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もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

ゆ
っ
く
り
と
北
上
し
て
く
れ
れ
ば
冷
め
る
も

の
の
、
な
に
し
ろ
黒
潮
の
流
れ
は
速
い
の

で
、温
か
い
ま
ま
日
本
に
到
達
す
る
。
実
際
、

２
０
２
３
年
以
降
の
世
界
全
体
の
海
面
水
温

の
上
昇
は
０
・
６
度
程
度
で
あ
る
が
、
日
本

の
海
は
時
と
場
所
に
よ
っ
て
は
平
年
よ
り
10

度
も
高
く
な
る
ケ
ー
ス
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
日
本
列
島
は
海
か
ら
、
世
界
の
な
か

で
も
特
異
的
に
温
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

２
０
２
５
年
７
月
は
、
１
９
９
０
年
代
に

比
べ
て
、
３
度
も
海
水
温
が
高
く
な
っ
た（
図

１
）。
こ
れ
は
過
去
最
高
で
、
し
か
も
ダ
ン

ト
ツ
だ
。
水
温
が
高
い
状
態
は
秋
も
続
く
。

だ
か
ら
、
高
温
の
海
の
影
響
で
秋
も
暑
く
な

る
。
二
季
化
の
一
因
は
、
高
温
の
海
な
の
だ
。

さ
ら
に
、
海
だ
け
で
は
な
く
「
陸
」
か
ら
も
、

日
本
列
島
は
激
し
い
「
暑
さ
攻
撃
」
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
で
一
番
広
い
大
陸
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
だ
。
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
海
だ
け
で
は
な
く
陸
も
温
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で

熱
く
な
っ
た
大
気
が
、
偏
西
風
に
よ
っ
て
大

陸
の
東
端
に
位
置
す
る
日
本
列
島
に
運
ば
れ

て
く
る
。
大
陸
の
方
が
海
よ
り
も
熱
容
量
が

小
さ
い
の
で
、
地
球
温
暖
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

大
陸
の
方
が
速
い
。
中
緯
度
の
偏
西
風
が
大

西
洋
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
上
陸
」
し
、
世
界

一
大
き
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
延
々
と
東
進

す
る
。
東
進
し
な
が
ら
、
陸
に
貯
ま
っ
た
熱

を
受
け
続
け
、
そ
れ
が
日
本
に
や
っ
て
く
る
。

こ
の
暖
気
と
、
偏
西
風
の
北
へ
の
蛇
行
が
相

ま
っ
て
、
日
本
付
近
は
暑
い
高
気
圧
が
居
座

る
。
だ
か
ら
大
陸
の
東
岸
の
日
本
は
、
暑
く

な
り
や
す
い（
図
２
）。

　

日
本
は
世
界
最
大
の
大
陸
の
東
岸
に
位
置

し
、
世
界
最
大
の
大
洋
で
あ
る
太
平
洋
の
西

岸
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
地
理

的
位
置
が
、
温
暖
化
が
日
本
狙
い
撃
ち
す
る

理
由
だ
。
い
わ
ば
日
本
列
島
は
、
温
暖
化
の

影
響
を
受
け
た
「
熱
い
海
水
」
と
「
熱
い
大

気
」
の
「
Ｗ
の
吹
き
溜
ま
り
」
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
の
地
理
的
な
宿
命
で

あ
り
、耐
え
難
い
夏
の
暑
さ
の
要
因
な
の
だ
。

　

海
面
水
温
が
異
常
に
高
い
と
、
海
か
ら
水

蒸
気
が
大
量
に
蒸
発
し
、
大
気
が
多
く
の
水

蒸
気
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
雲
の

発
達
を
促
し
、
豪
雨
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
が

温
暖
化
で
豪
雨
が
増
え
る
理
由
だ
。さ
ら
に
、

降
水
は
「
降
る
と
き
に
一
気
に
降
る
」
方
向

へ
傾
き
や
す
く
な
る
。
日
本
は
、
温
暖
化
の

影
響
に
よ
り
、
「
猛
暑
」
と
「
豪
雨
」
の
両
方

が
発
生
し
や
す
い
極
め
て
特
殊
な
地
理
条
件

に
あ
る
。

　

２
０
２
６
年
は
、
春
か
ら
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
予
報
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
勢
力
が
増
し
、
ス
ー

パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
発
表
し
た
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
と
は
、
南

米
ペ
ル
ー
沖
の
東
部
熱
帯
太
平
洋
の
海
水
温

が
異
常
な
高
温
と
な
る
現
象
だ
。
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
は
お
お
む
ね
３
年
か
ら
６
年
お
き
に
発

生
す
る
。
統
計
的
に
は
日
本
で
は
エ
ル
ニ
ー

図１　過去最高を記録した2025年7月の海面水温

図2　近年顕著な偏西風蛇行

●2025年7月の海面水温の平年からの差（単位は℃）
●出典：気象庁のデータをもとに描画

●出典：Amano Tachibana他、Journal of Climatre（2023）、を日本語化
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上空から地表付近にか
けて南北に傾いて発達する
「南北傾斜高気圧」が偏西風の
蛇行を引き起こし、猛暑の要因となる。

２
０
２
６
年
は
、

ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
発
生
か
？
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療
に
悪
影
響
が
連
鎖
す
る
。

●	

農
業
：
気
温
上
昇
で
米
な
ど
の
栽
培
適
地

が
北
上
・
高
地
化
し
て
も
、
農
地
・
設
備
・

技
術
・
販
路
は
簡
単
に
移
せ
な
い
。
品
質

低
下
、
品
物
不
足
、
価
格
高
騰
が
同
時
に

起
こ
る
。

●	

漁
業
：
近
海
の
水
温
上
昇
で
漁
場
・
魚
種

が
変
化
し
、
悪
影
響
が
加
工
・
流
通
・
地

域
雇
用
に
波
及
す
る
。

●	

産
業
構
造
：
ア
パ
レ
ル
で
は
春
物
・
秋
物
の

役
割
が
薄
れ
、
需
給
判
断
が
さ
ら
に
難
し

く
な
る
。
観
光
な
ら
雪
資
源
・
暑
さ
回
避

の
両
面
で
再
設
計
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

大
き
な
構
造
転
換
を
迫
ら
れ
る
。

●	

四
季
の
崩
れ
：
３
月
上
旬
に
桜
が
咲
き
、

紅
葉
の
ピ
ー
ク
が
12
月
に
な
る
な
ど
、
季

節
の
反
応
が
ず
れ
て
い
く
。
酷
暑
の
夏
は
、

外
出
を
控
え
、
人
流
が
減
る
。

●	

健
康
：
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
は
年
間

１
万
人
に
迫
り
、
人
び
と
の
メ
ン
タ
ル
面

に
影
響
し
、
無
自
覚
な
負
荷
が
蓄
積
。
生

活
の
屋
内
化
・
夜
間
化
が
進
行
、
働
き
方

や
学
び
方
も
変
容
す
る
。

　

気
候
変
動
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
明
る

い
未
来
を
描
く
た
め
の
対
応
策
は
大
き
く
二

つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
と
温
暖
化
へ
の
適
応
だ
。
ど
ち
ら
か
一

ニ
ョ
の
年
は
冷
夏
傾
向
と
な
る
。
し
か
し
、

「
２
０
２
６
年
は
久
し
ぶ
り
の
涼
し
い
夏

だ
！
」
と
喜
ぶ
の
は
早
計
だ
。
直
近
の
反
例

が
２
０
２
３
年
。
こ
の
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

年
だ
っ
た
が
、
観
測
史
上
一
番
暑
い
夏（
当

時
と
し
て
は
）を
記
録
し
た
。
過
去
の
統
計

と
逆
だ
。
実
は
そ
の
２
０
２
３
年
が
、「
ス
ー

パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
」
だ
っ
た
年
だ
。

　

で
は
「
普
通
の
」
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
と
ス
ー

パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
、
何
が
違
う
の
か
？ 

そ
の
前
に
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
発
生
し
て
い

な
い
「
通
常
」
の
海
か
ら
説
明
す
る
。
世
界

で
最
も
海
面
水
温
が
高
い
の
は
、
日
本
の
真

南
に
位
置
す
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
付
近

の
海
域
で
あ
る
こ
と
は
前
節
で
説
明
し
た
。

こ
れ
は
，
貿
易
風
に
よ
る
影
響
だ
。
と
こ
ろ

が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
貿
易
風
が
弱
ま
っ

た
と
し
よ
う
。
す
る
と
、
西
に
吹
き
寄
せ
ら

れ
て
い
た
暖
水
が
東
へ
移
動
し
て
し
ま
う
。

つ
っ
か
え
棒
で
押
さ
え
て
あ
っ
た
モ
ノ
が
、

棒
が
外
さ
れ
て
一
気
に
雪
崩
打
つ
よ
う
に
、

暖
水
が
東
へ
移
動
す
る
。
そ
う
し
て
、ペ
ル
ー

沖
に
ま
で
暖
水
が
到
達
す
る
現
象
。
こ
れ
が

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
だ
。
ペ
ル
ー
沖
の
海
面
水
温

が
通
常
よ
り
も
約
１
・
５
度
高
く
な
る
。
も

と
も
と
西
に
あ
っ
た
暖
水
が
東
に
移
動
し
て

し
ま
う
の
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
付
近

の
水
温
が
逆
に
下
が
っ
て
し
ま
う
。
日
本
の

す
ぐ
南
の
海
の
温
度
が
下
が
る
の
だ
か
ら
、

日
本
の
気
温
も
低
下
傾
向
と
な
る
。
だ
か
ら

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
年
は
、
冷
夏
傾
向
と
な
る
。

２
０
２
３
年
の
３
回
発
生
し
た
。
そ
の
た
び

に
世
界
平
均
気
温
が
階
段
状
に
ジ
ャ
ン
プ
し

て
い
る（
図
３
）。
２
０
２
３
年
は
、
世
界
の

平
均
気
温
は
過
去
最
高
に
ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２
５
年
は
、

観
測
史
上
「
最
も
暑
い
３
年
間
」
と
な
っ
た
。

　

日
本
も
同
様
に
最
も
暑
い
夏
が
連
続
し

た
。
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
年
は
、
赤
道
地

帯
全
体
の
海
水
温
が
高
く
な
り
、
熱
と
水
蒸

気
を
熱
帯
全
体
の
大
気
へ
放
出
す
る
。
だ
か

ら
、
世
界
中
で
熱
帯
域
が
北
上
し
て
し
ま
う

の
だ
。
日
本
を
含
む
中
緯
度
全
体
が
す
っ
ぽ

り
と
熱
帯
の
空
気
に
覆
わ
れ
、
中
緯
度
帯
が

熱
帯
化
す
る
。
そ
し
て
猛
暑
と
な
る
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
の
発
生
頻
度
が
増
加
す
る
。
２
０
２
６

年
は
、
前
回
の
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
か
ら

わ
ず
か
３
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
温
暖
化

が
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
を
「
ス
ー
パ
ー
化
」
さ
せ
て

い
る
。

　

仮
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
が
十
分

に
進
ま
ず
、
気
象
の
極
端
化
が
常
態
化
す
れ

ば
、
た
と
え
ば
以
下
の
事
態
が
加
速
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

●	

イ
ン
フ
ラ
：
豪
雨
・
土
砂
災
害
で
道
路
・
鉄

道
が
寸
断
さ
れ
、
豪
雪
で
幹
線
物
流
が
詰

ま
る
。
復
旧
の
遅
れ
は
生
産
・
観
光
・
医

　

一
方
、
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
数
十
年

に
一
度
発
生
す
る
も
の
で
、
ペ
ル
ー
沖
の
海

面
水
温
は
場
所
に
よ
っ
て
は
通
常
よ
り
も
約

４
度
高
く
な
る
。
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
年

は
、
通
常
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
年
は
低
下
す

る
は
ず
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
沖
の
海
面

水
温
も
上
昇
し
て
、
熱
帯
太
平
洋
全
体
の
海

面
水
温
が
暖
か
く
な
る
。
西
も
東
も
熱
帯
全

体
の
海
が
高
温
と
な
る
の
だ
。
ス
ー
パ
ー
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
１
９
９
７
年
、
２
０
１
５
年
、

図3　スーパーエルニーニョの度に上昇する気温

●世界平均気温の基準値からの年々変動（単位は℃）
●出典：気象庁のデータをもとに描画

年1980 1990 2000 2010 2020

0.5

0.0

-0.5

スーパーエルニーニョ

スーパーエルニーニョ

スーパーエルニーニョ

スーパーエルニーニョでジャンプした気温は、その後も元に戻らない

基
準
値
と
の
差

（℃）

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と

何
が
起
き
る
の
か

異
常
気
象
を
制
す
る
者
が

ビ
ジ
ネ
ス
を
制
す
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もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

域
か
ら
石
油
が
こ
な
く
な
り
、
石
油
関
連
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
論
や

国
が
脱
化
石
燃
料
依
存
へ
舵
を
切
る
の
か
と

思
い
き
や
、
そ
の
片
鱗
す
ら
見
ら
れ
な
い
。

脱
化
石
燃
料
依
存
に
舵
を
切
る
欧
州
と
は
対

照
的
だ
。

　

日
本
で
温
暖
化
対
策
と
い
う
と
、「
エ
ア
コ

ン
の
温
度
を
上
げ
て
我
慢
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
っ
た
よ
う
な
、
我
慢
を
強
い
る
対
策
が
主

流
。
人
は
我
慢
が
イ
ヤ
な
の
だ
。
だ
か
ら
「
温

暖
化
対
策
は
負
担
」
と
感
じ
る
人
が
圧
倒
的

に
多
い
。
大
切
な
の
は
我
慢
で
は
な
い
。
温

暖
化
対
策
を
す
る
と
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
知
る
こ
と
。
そ
れ
が
大
切
な
の
だ
。

　

異
常
気
象
は
日
本
の
国
力
を
奪
い
、
企
業

活
動
を
大
き
く
左
右
す
る
。
「
日
本
だ
け
が

温
暖
化
対
策
を
し
て
も
弥び
ほ
う
さ
く

縫
策
に
し
か
な
ら

な
い
」
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
し
か
し
、

異
常
気
象
へ
の
意
識
改
革
を
世
界
に
向
け
て

迫
る
意
味
で
も
、
日
本
企
業
が
脱
炭
素
分

野
や
気
候
変
動
適
応
の
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
な
り
、
他
国
を
牽
引
す
る
べ
き
だ
。

　

温
暖
化
は
「
沈
み
ゆ
く
熱
帯
の
島
国
の
他

人
ご
と
」
で
は
な
く
、「
宿
命
を
背
負
っ
た
日

本
の
わ
が
ご
と
」。
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず

れ
日
本
は
「
世
界
で
最
も
住
み
に
く
い
国
」

に
な
り
か
ね
な
い
。
四
季
が
美
し
い
日
本
に

戻
そ
う
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
市
民
も
企

業
も
行
政
も
、
そ
れ
に
向
け
た
行
動
変
容
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
強
く
豊
か
で
美
し
い
国
、

日
本
を
取
り
戻
す
た
め
に
。

ス
は
81
パ
ー
セ
ン
ト
が
向
上
さ
せ
る
と
回
答
。

イ
タ
リ
ア
81
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ン
ド
75
パ
ー

セ
ン
ト
、
カ
ナ
ダ
73
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
メ
リ

カ
67
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
75
パ
ー
セ
ン
ト
、

そ
し
て
日
本
は
17
パ
ー
セ
ン
ト
。日
本
は
た
っ

た
17
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
、
温
暖
化
対
策
を
し

た
方
が
よ
い
と
思
う
人
が
い
な
い
。

　

裏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
っ
て
い
る
。
「
気

候
変
動
対
策
は
生
活
の
質
を
脅
か
す
か
」
と

い
う
質
問
だ
。
そ
れ
に
関
し
て
、
脅
か
す
と

思
っ
て
い
る
日
本
の
方
は
60
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

世
界
全
体
平
均
で
は
27
パ
ー
セ
ン
ト
。
多
く

の
先
進
国
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
し
た
方
が
豊

か
に
な
る
と
い
う
世
論
が
主
流
だ
が
、
日
本

は
真
逆
。
こ
の
真
逆
の
世
論
が
あ
る
限
り
、

日
本
で
は
温
暖
化
対
策
が
進
ま
な
い
。

　

国
際
法
を
無
視
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

イ
ラ
ン
攻
撃
に
伴
う
「
石
油
危
機
」
の
発
生

と
日
本
の
反
応
を
見
て
も
し
か
り
。
中
東
地

方
で
は
な
く
、両
輪
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

温
暖
化
適
応
は
、
企
業
の
事
業
継
続
計
画

を
「
気
候
の
変
化
を
前
提
」
に
更
新
す
る
こ

と
だ
。
異
常
気
象
は
、
産
業
の
あ
り
方
や
地

域
社
会
を
含
む
生
活
基
盤
そ
の
も
の
に
変
化

を
求
め
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
必
要
な
の
は
、
恐
怖
を
あ
お
る
こ

と
で
は
な
く
、
現
実
を
見
据
え
て
「
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
す
る
姿
勢
だ
。
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
と
異
常
気
象
へ
の
適
応
の
両
面
で
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
る
。
個
々
の
企

業
や
個
人
の
活
動
は
小
さ
く
見
え
て
も
、
取

引
先
・
地
域
・
世
界
へ
と
連
鎖
す
れ
ば
大
き

な
変
化
に
な
る
。
気
候
変
動
対
策
に
後
ろ
向

き
な
企
業
に
は
、
金
融
機
関
も
融
資
を
渋

る
時
代
が
く
る
だ
ろ
う
。
金
融
機
関
の
株
主

が
黙
っ
て
い
な
い
。
消
費
者
も
取
引
企
業
も

黙
っ
て
い
な
い
。
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
、

企
業
価
値
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
重
要
な
の
は
、

異
常
気
象
へ
の
適
応
だ
。
多
発
す
る
異
常
気

象
を
リ
ス
ク
と
捉
え
る
よ
り
も
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新
規
の
適
応
策
を
「
発

見
」
し
、
そ
れ
を
世
界
に
先
駆
け
て
具
現
す

る
。
そ
れ
が
異
常
気
象
時
代
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
だ
と
私
は
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
気
象
や
異
常
気
象
に
詳

し
い
人
や
、
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
能
力

を
有
し
た
人
材
が
各
社
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
だ
。
だ
が
、
多
く
の
企
業
に
は
そ
の
よ
う

な
人
材
が
い
な
い
。
気
象
や
気
候
を
専
門
的

に
学
ん
だ
大
学
生
を
積
極
的
に
採
用
し
た
方

が
よ
い
の
だ
が
、大
学
側
に
も
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
本
格
的
に
学
べ
る
大
学
は
少
な
い

か
ら
だ
。
企
業
が
声
を
上
げ
れ
ば
、
国
も
変

わ
る
。
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
う
大
学

が
増
え
た
の
は
、
政
府
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
だ
っ
た
。
そ
の
政
府
に
影
響
を
与
え
た
の

は
企
業
の
声
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。

し
か
し
、
大
学
教
育
に
よ
る
人
材
育
成
に
は

時
間
が
か
か
る
。
採
用
が
間
に
合
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
も
よ
い
。

　

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
気
候
変
動
対
策

は
、
お
お
む
ね
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
機

会
で
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
を
世
界
各
国
で

行
っ
た
。
そ
の
回
答
が
衝
撃
的
だ
。
フ
ラ
ン

気
候
変
動
対
策
は
、

国
力
を
強
め
る
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が
重
な
っ
て
起
こ
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
２
５
年
１
月
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊

の
山
火
事
は
、
２
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
面
積
を
燃
や
し
、
１
万
６
０
０
０
棟

以
上
の
建
物
が
焼
失
し
、
お
よ
そ
30
人
が
死

亡
し
た
。
米
気
象
分
析
の
ア
キ
ュ
ウ
ェ
ザ
ー

に
よ
る
と
、
こ
の
山
火
事
に
よ
る
経
済
損

失
は
２
５
０
０
億
〜
２
７
５
０
億
ド
ル（
約

40
兆
〜
44
兆
円
）で
、
米
国
の
自
然
災
害
の

中
で
も
最
大
級
と
な
っ
た
。
米
国
の
自
然
災

害
に
よ
る
経
済
損
失
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る

も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

上
回
っ
た
。
被
害
を
受
け
た
地
域
に
は
不
動

産
価
値
の
高
い
住
宅
や
企
業
が
多
く
、
一
部

地
域
の
住
宅
の
中
央
値
は
２
０
０
万
ド
ル

（
約
３
億
１
６
０
０
万
円
）を
超
え
て
い
た
。

　

２
０
２
５
年
夏
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）域
内
で
、
猛
暑

に
伴
い
、
過
去
19
年
で
最
大
の
１
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
火
事
が
起
こ
っ
た
。
南

米
で
は
２
０
２
４
年
に
、
日
本
の
国
土
面

積
の
２
・
３
倍
に
相
当
す
る
86
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
草
原
や
森
林
や
湿
原
が
燃
え

た
。
こ
れ
は
１
９
８
８
年
か
ら
の
人
工
衛
星

に
よ
る
観
測
で
最
大
だ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
で
は

２
０
２
３
年
に
15
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

燃
え
た
。
こ
れ
は
１
９
７
２
年
か
ら
の
統
計

で
最
大
だ
っ
た
。
２
０
２
３
年
８
月
の
米
国

大規模山火事が示す
「不都合な真実」

地球温暖化の影響は山火事の増加と大規模化をもたらしている。山林近くに立地する企業
はもちろん、都市部にあってもサプライチェーンやライフラインの断絶は、重大な経営リス
クになりうる。極端化のシナリオが現実味を帯びるなか、できること・すべきこととは。

日本大学生物資源科学部 教授◉串田 圭司

Keiji Kushida
東京大学農学部卒業、東京大学大学院農学生命科学研究科博士課
程修了。博士（農学）。北海道大学低温科学研究所助教、富山大学極
東地域研究センター准教授などを経て2016年より現職。日本、世界各
地の山火事や生態系について現地調査研究を行う。

　

去
年
２
０
２
５
年
２
月
、
今
年
２
０
２
６

年
４
月
と
立
て
続
け
に
、
岩
手
県
、
三
陸
の

大
船
渡
市
と
大
槌
町
で
大
規
模
な
山
火
事
が

起
こ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
以
降
国
内
最

大
規
模
の
33
・
70
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
第

２
位
の
16
・
33
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積

を
燃
や
し
た
。
大
船
渡
市
で
は
、
住
居
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
建
物
２
２
６
棟
が
焼
損

し
、
１
名
が
亡
く
な
っ
た
。
大
槌
町
で
は
、

建
物
８
棟
が
焼
損
し
た
。

　

去
年
３
月
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
愛
媛

県
今
治
市
・
西
条
市
、
岡
山
県
岡
山
市
・
玉

野
市
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
過
去
最
大
級

の
山
火
事
が
あ
っ
た
。
愛
媛
県
で
は
、
４
・

82
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
燃
や
し
、

建
物
27
棟
が
焼
損
し
た
。
岡
山
県
で
は
、４
・

86
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
燃
や
し
、

建
物
19
棟
が
焼
損
し
た
。
日
本
の
山
火
事
は

件
数
が
減
っ
て
い
る
が
、
焼
失
の
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
件
数
は
、
１
９
７
４
年

の
８
３
５
１
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
こ
こ
数
年
は
１
年
あ
た
り
１
２
０
０
件

程
度
で
あ
る
。

　

日
本
の
山
火
事
の
発
火
は
、
ほ
と
ん
ど
が

人
為
に
よ
る
。
た
き
火
、
火
入
れ
、
放
火
、

た
ば
こ
の
不
始
末
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
、

広
い
範
囲
に
延
焼
す
る
要
因
は
、
乾
燥
、
強

風
、
可
燃
物
の
量
と
い
っ
た
、
気
象
状
況
や

山
林
の
状
態
で
あ
る
。
日
本
で
は
冬
か
ら
春

に
か
け
て
、
太
平
洋
側
お
よ
び
内
陸
部
で
多

い
。
大
船
渡
市
や
大
槌
町
の
山
火
事
も
、
愛

媛
県
や
岡
山
県
の
山
火
事
も
、
極
端
な
乾
燥

と
秒
速
10
〜
20
メ
ー
ト
ル
も
の
強
風
で
大
き

く
広
が
っ
た
。

　

三
陸
の
山
火
事
で
は
、
油
分
を
含
む
ス
ギ

の
落
ち
葉
や
落
枝
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
激
し
い
燃
焼
に
つ
な
が
っ
た
。
リ

ア
ス
式
海
岸
の
海
岸
か
ら
急
斜
面
が
入
り
組

ん
だ
地
形
に
よ
り
、
突
風
や
急
な
風
向
の
変

化
が
起
き
て
燃
焼
を
強
め
た
。
瀬
戸
内
の
山

火
事
も
、
海
岸
か
ら
急
斜
面
の
場
所
で
あ
っ

た
。
瀬
戸
内
に
多
い
水
は
け
の
よ
い
「
マ
サ

土
」
に
覆
わ
れ
て
、山
林
が
乾
燥
し
や
す
か
っ

た
。

　

三
陸
も
瀬
戸
内
も
以
前
か
ら
山
火
事
が
多

い
地
域
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

平
成
以
降
最
大
規
模
の
山
火
事
に
至
っ
た
。

過
去
数
十
年
で
最
も
乾
燥
し
た
状
態
に
強
風

な
ぜ
、平
成
以
降
最
大
規
模
の

山
火
事
が
相
次
い
だ
の
か

極
端
な
乾
燥
と
強
風
で

大
規
模
化
す
る
世
界
の
山
火
事

10



もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
の
山
火
事
は
、
死
者
が

１
０
２
人
に
上
り
、米
国
過
去
１
０
０
年
で
、

最
悪
の
山
火
事
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
各
地
で
こ
れ
ま
で
に

な
い
規
模
の
山
火
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
世

界
の
山
火
事
も
北
米
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど

の
発
火
原
因
は
、
日
本
と
同
様
に
人
為
で
あ

る
。
北
米
で
は
落
雷
に
よ
る
発
火
が
、
人
為

に
よ
る
も
の
よ
り
広
い
面
積
を
燃
や
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、世
界
で
も
日
本
で
も
、

極
端
な
乾
燥
と
強
風
が
重
な
っ
た
こ
と
が
大

規
模
山
火
事
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

そ
も
そ
も
山
火
事
は
太
古
の
昔
か
ら
起

こ
っ
て
き
た
。
陸
上
植
物
が
誕
生
し
た
４
億

年
前
の
シ
ル
ル
紀
か
ら
続
い
て
い
る
。
進
化

の
過
程
で
山
火
事
に
適
応
し
た
樹
種
も
あ

る
。
老
齢
林
の
燃
焼
や
火
災
時
の
種
子
の
散

布
を
通
じ
て
、森
林
の
更
新
を
促
し
て
い
た
。

　

北
米
原
産
の
バ
ン
ク
ス
マ
ツ
な
ど
は
、
山

火
事
の
熱
を
受
け
て
松
ぼ
っ
く
り
が
開
く
。

燃
焼
に
耐
え
た
松
ぼ
っ
く
り
は
種
子
を
地
表

に
飛
ば
す
。
生
長
が
火
災
跡
地
に
強
い
特
徴

を
持
つ
た
め
、
他
の
植
物
よ
り
優
位
に
立
つ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
の
ユ
ー
カ
リ
は
、
葉

に
油
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
山
火
事
を

激
化
さ
せ
る
が
、
火
災
後
に
い
っ
せ
い
に
芽

吹
く
よ
う
な
芽
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
周
囲

の
ラ
イ
バ
ル
植
物
よ
り
優
位
に
立
つ
。
老
齢

林
の
燃
焼
は
森
林
の
更
新
を
促
す
。

　

山
火
事
は
、
燃
焼
中
に
二
酸
化
炭
素
を
大

気
に
放
出
す
る
。
燃
え
た
直
後
は
森
を
失
う

が
、
草
が
生
え
て
、
次
第
に
低
木
が
混
ざ
る
。

以
前
は
年
月
が
経
つ
こ
と
で
、
元
ど
お
り
に

回
復
し
て
い
た
。
元
ど
お
り
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
燃
え
た
際
に
出
し
た
二
酸
化
炭
素
と

同
じ
量
の
二
酸
化
炭
素
を
、
回
復
の
過
程
で

光
合
成
に
よ
り
回
収
し
て
、
森
林
に
固
定
し

た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
山
火
事
は
、

元
ど
お
り
に
回
復
す
る
と
こ
ろ
ま
で
考
え
る

と
、
排
出
量
と
吸
収
量
が
相
殺
さ
れ
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
の
総
量
を
増
や
す
こ
と
は

な
い
。
つ
ま
り
、
バ
イ
オ
燃
料
と
同
じ
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
は
、
元
ど
お
り
に
回
復
し

な
い
場
合
が
生
じ
て
き
た
。
山
火
事
が
増
え

す
ぎ
て
、
元
ど
お
り
に
回
復
す
る
前
に
、
再

び
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
事
態
で
は
、
森
林
が
元
よ
り
小
さ
い
状

態
が
続
く
こ
と
に
な
る（
図
１
）。
森
林
が
縮

小
し
た
分
、
そ
れ
に
見
合
う
量
の
二
酸
化
炭

素
が
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
森
林
の
劣
化
に
よ
る
大
気
へ

の
二
酸
化
炭
素
の
放
出
を
意
味
す
る
。

　

近
年
の
山
火
事
は
、
大
気
に
二
酸
化
炭
素

を
出
し
て
、
地
球
温
暖
化
を
増
大
さ
せ
て
い

る
。
世
界
の
山
火
事
に
よ
る
毎
年
の
森
林
消

失
面
積
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る（
図
２
）。
森

林
消
失
面
積
と
は
、
山
火
事
面
積
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
山
火
事
を
受
け
て
森
林
が
消
失

し
て
し
ま
っ
た
面
積
を
い
う
。
毎
年
の
山
火

事
に
よ
る
森
林
消
失
面
積
は
、
過
去
20
年
間

で
２
〜
３
倍
に
な
っ
た
。
特
に
北
方
森
林
で

顕
著
で
あ
る
。
近
年
は
、
極
端
な
乾
燥
と
強

風
が
重
な
る
こ
と
で
、
山
火
事
が
増
え
、
そ

れ
に
よ
る
森
林
消
失
面
積
も
増
大
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
現
状
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

を
反
映
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、

世
界
的
に
極
端
な
乾
燥
と
強
風
が
重
な
る
状

況
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
、
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）第
６

次
評
価
報
告
書（
Ａ
Ｒ
６
）で
予
想
さ
れ
て

い
る
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
極
端
な
大
雨

と
極
端
な
乾
燥
の
二
極
化
が
起
こ
る
。
一
般

に
、
雨
が
多
い
場
所
・
季
節
は
、
よ
り
雨
が

激
し
く
な
り
、
雨
が
少
な
い
場
所
・
季
節
は
、

よ
り
雨
が
少
な
く
な
る
。
温
暖
化
で
高
温
に

な
っ
た
空
気
は
、
野
山
か
ら
多
く
の
水
分
を

奪
う
。
そ
の
結
果
、
極
端
な
乾
燥
が
よ
り
頻

繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
熱
帯
雨
林
、
北

方
森
林
、
温
帯
林
な
ど
多
く
の
生
態
系
で
山

火
事
が
増
大
す
る
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
雪
解
け
が
早
く
な

る
こ
と
も
、
火
災
が
起
き
や
す
い
季
節
が
長

く
な
り
、
山
火
事
の
増
大
を
も
た
ら
す
。
極

端
な
乾
燥
と
強
風
が
重
な
る
こ
と
が
大
規
模

山
火
事
を
引
き
起
こ
す
が
、
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）の
報
告
に
よ
る
と
、
地
球
温
暖

図1　山火事が多い場合の森林の劣化

図2　世界の山火事と山火事以外による森林消失面積の変化
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一
気
に
流
れ
落
ち
る
。
山
火
事
跡
地
は
木
の

根
が
燃
え
て
土
や
石
が
動
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
。
土
砂
が
水
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
そ
の

結
果
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や
急
激
な
洪
水

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
山
火
事
の

後
に
残
っ
た
栄
養
分
も
流
れ
て
し
ま
い
、
森

林
の
速
や
か
な
再
生
を
妨
げ
る
。

　

森
林
は
多
く
の
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
水

や
空
気
を
き
れ
い
に
す
る
、
水
を
蓄
え
る
、

土
砂
災
害
を
防
ぐ
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
栄
養
分
を

含
む
水
を
海
に
供
給
し
豊
か
な
漁
場
を
つ
く

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
の
す
み
か
と
な
る
、

木
材
を
供
給
す
る
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
食
料
を

供
給
す
る
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
す
る
な
ど
で
あ
る
。
山
火
事
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
が
失
わ
れ
る
。

　

山
火
事
の
煙
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
有

機
炭
素
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
を
含
む
。

２
０
２
３
年
５
月
の
カ
ナ
ダ
東
部
で
の
大
規

模
な
山
火
事
の
煙
は
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
米

国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
流
れ
込
み
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
大
気
質
は
１
９
６
０
年
以
降
最

悪
を
記
録
し
た
。
さ
ら
に
山
火
事
の
近
く
で

は
、
高
濃
度
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
燃
焼
中
ず
っ

と
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

水
質
の
悪
化
も
も
た
ら
す
。
山
火
事
で
生

じ
た
炭
や
灰
や
土
砂
な
ど
が
大
量
に
ダ
ム
な

ど
に
流
入
し
た
場
合
、
濁
り
が
生
じ
て
ダ
ム

の
水
質
が
悪
化
す
る
。
ま
た
、
山
火
事
跡
地

か
ら
の
流
出
水
は
、
硝
酸
性
窒
素
を
多
く
含

む
。
硝
酸
性
窒
素
は
農
業
や
畜
産
業
や
生
活

排
水
に
も
由
来
す
る
が
、
高
濃
度
に
な
る
と

健
康
被
害
が
生
じ
る
。
基
準
を
超
え
る
と
水

道
水
に
使
え
な
く
な
る
。
富ふ

え
い
よ
う
か

栄
養
化
や
ア
オ

化
に
よ
り
、
世
界
の
大
規
模
な
山
火
事
の
発

生
リ
ス
ク
は
、
２
０
２
０
年
を
基
準
と
す
る

と
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
30
パ
ー
セ
ン
ト
、

２
１
０
０
年
ま
で
に
50
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
す

る
。
山
火
事
の
増
大
は
大
気
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
を
上
昇
さ
せ
、
地
球
温
暖
化
を
さ
ら
に

進
め
る
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
も
山
火
事

の
増
大
も
、
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
悪
循
環

（
図
３
）を
意
味
す
る
。

　

１
年
間
で
世
界
の
山
火
事
が
燃
焼
時
に
放

出
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
は
、
世
界
の
１
年

間
の
化
石
燃
焼
の
燃
焼
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

放
出
量
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
40
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る
。
山
火
事
後
の
植
生
や
森
林

の
回
復
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
を
考
え
る

と
、
場
所
に
よ
っ
て
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

地
球
温
暖
化
が
進
行
し
た
場
合
に
は
、
燃
焼

く
な
り
、
そ
の
間
に
高
温
、
乾
燥
が
進
む
状

況
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
極
端
な
も
の
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
と
き
ど
れ
く
ら
い
山
火
事
が
拡
大
す
る
か

は
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
山
火
事
は
拡
大
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
広
い
面
積
を
同
時
に
燃
や
し
、
拡
大

し
や
す
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
決
し
て
楽
観
視
は
で
き
な
い
。
図
３
の

よ
う
に
、
山
火
事
増
加
、
二
酸
化
炭
素
濃
度

上
昇
、
地
球
温
暖
化
が
互
い
に
強
め
合
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
山
火
事
の
将
来
予
測
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
状
で
は
極
端
化

の
リ
ス
ク
を
見
込
ん
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

大
規
模
な
山
火
事
の
増
大
は
、
人
的
被
害

を
も
た
ら
し
、二
酸
化
炭
素
の
放
出
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
を
進
め
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に

も
、
災
害
と
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
。

　

山
火
事
跡
地
で
は
、
森
の
水
や
土
を
保
持

す
る
機
能
が
損
な
わ
れ
、
土
砂
や
雨
水
が
流

出
し
や
す
く
な
る
。
強
く
燃
焼
す
る
と
、
針

葉
樹
の
葉
な
ど
に
含
ま
れ
る
油
分
が
溶
け
出

す
。
こ
れ
が
土
の
表
面
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、

土
が
水
を
弾
く
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
灰
や

熱
で
砕
け
た
微
粒
子
が
土
の
間
隙
に
入
っ
て

目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
雨
水
は
地
中
に
浸
透

し
に
く
く
な
る
。
大
雨
が
降
る
と
、
行
き
場

を
失
っ
た
大
量
の
雨
水
は
、
斜
面
の
表
面
を

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
放
出
が
増
大
し
、
植

生
や
森
林
の
回
復
に
よ
る
吸
収
が
追
い
つ
か

な
い
。

　

確
か
に
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い

た
、
地
球
の
生
態
系
と
気
候
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
は
、
各
国
が
力
を
入
れ
て

お
り
、
改
良
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
第
６
期

結
合
モ
デ
ル
相
互
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｃ

Ｍ
Ｉ
Ｐ
６
）と
し
て
各
国
の
モ
デ
ル
が
統
合

さ
れ
て
分
析
さ
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
評
価

報
告
書（
Ａ
Ｒ
６
）に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、「
人
為
起
源
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が

な
く
、
地
球
温
暖
化
が
な
か
っ
た
場
合
」
と
、

「
現
在
の
地
球
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
場

合
」
と
を
比
較
し
て
、
地
球
温
暖
化
が
大
規

模
山
火
事
時
の
極
端
な
乾
燥
、
強
風
、
高
温

に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
か
を
見
る
「
イ

ベ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
解
析
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
規
模

山
火
事
へ
の
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
な
ど
の
山
火
事
増
大
の
リ
ス
ク

確
率
の
試
算
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
に
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
面
積
が
燃
え
る

か
と
い
っ
た
具
体
的
な
被
害
規
模
の
定
量
的

な
将
来
予
測
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
十

分
と
は
い
え
な
い
。

　

近
年
の
想
定
以
上
の
大
規
模
山
火
事
の
増

大
は
、
こ
れ
ま
で
が
山
火
事
を
過
小
評
価
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
過
去
の
山
火

事
と
気
象
状
況
と
の
関
係
か
ら
、
将
来
の
山

火
事
を
定
量
的
に
推
測
す
る
の
に
は
限
界
が

あ
る
。
雨
が
降
ら
な
い
日
が
続
く
期
間
が
長

図3　山火事増加、二酸化炭素濃度上昇、
　地球温暖化が互いに強め合う

二酸化炭素

山火事 地球温暖化

い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
れ
ほ
ど
燃
え
る
の
か

─
将
来
予
測
の
課
題

山
火
事
の
大
規
模
化
が

引
き
起
こ
す
も
の
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もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

に
近
接
し
て
い
る
場
合
に
は
、
山
火
事
に
よ

る
延
焼
リ
ス
ク
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
で
、
工
場
や
設
備
か
ら
の
出
火
が

大
規
模
山
火
事
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ス
ク
の
低
減
の
た

め
に
は
、
山
林
と
工
場
や
設
備
の
間
に
燃
え

る
も
の
が
な
い
空
間
「
防
火
帯
」
を
設
け
る

こ
と
や
、
消
火
体
制
、
設
備
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
山
林
に
は
送
電
線
の
幹
線
や
支

線
が
数
多
く
通
っ
て
い
る
。
幹
線
の
焼
損
は

市
町
村
全
体
の
停
電
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

る
。
電
力
だ
け
で
な
く
物
流
の
停
止
も
想
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
含

む
山
火
事
の
煙
は
、
呼
吸
器
や
循
環
器
の
障

害
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増
幅
を
も
た
ら
す
。
山

火
事
の
近
く
だ
け
で
な
く
、
離
れ
て
い
て
も

風
向
や
地
形
に
よ
っ
て
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

山
火
事
で
生
じ
た
炭
や
灰
や
土
砂
な
ど
が
大

量
に
ダ
ム
な
ど
に
流
入
し
た
場
合
に
、
濁
り

が
生
じ
、
ダ
ム
の
水
が
使
え
な
く
な
る
リ
ス

ク
も
あ
る
。

　

大
規
模
山
火
事
の
増
大
に
伴
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
。
都
市
部

の
企
業
に
と
っ
て
も
、
電
力
供
給
や
水
供
給

や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
や
山
火
事
が

も
た
ら
す
大
気
汚
染
リ
ス
ク
は
直
結
し
て
い

る
。
地
球
温
暖
化
は
、
洪
水
や
干
ば
つ
の
リ

ス
ク
を
増
大
す
る
だ
け
で
な
く
、
山
火
事
リ

ス
ク
も
増
大
さ
せ
る
。
企
業
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
削
減
や
森
林
価
値
へ
の
投
資
を

「
我
が
事
」
と
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

や
人
工
衛
星
に
よ
る
早
期
の
火
災
検
知
に
基

づ
き
、
効
率
的
な
消
火
や
延
焼
抑
制
が
求
め

ら
れ
る
。
数
多
く
の
消
火
ド
ロ
ー
ン
を
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）で
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
有
効

と
な
る
。

　

森
林
の
再
生
の
た
め
に
は
、
火
災
が
起

き
て
し
ま
っ
た
後
の
手
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。

自
然
な
植
生
回
復
を
促
す
エ
リ
ア
と
、
栄
養

分
の
流
出
な
ど
に
よ
り
自
然
な
植
生
回
復
が

難
し
い
エ
リ
ア
に
分
け
て
、
後
者
で
は
迅
速

に
植
林
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
わ
せ

て
土
砂
災
害
や
洪
水
の
危
険
箇
所
で
は
、
砂

防
ダ
ム
を
設
け
て
災
害
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

世
界
の
大
規
模
山
火
事
の
発
生
地
域
に
対

し
て
、
湿
潤
な
日
本
で
は
、
大
き
な
山
火
事

は
起
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
去
年
と
今
年
の
大
規
模
山
火
事
に
よ
っ

て
、
そ
の
考
え
は
一
変
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
伴
い
、
日
本
で
も
将
来
の
山
火
事

の
増
大
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
日
本
も
「
大

規
模
山
火
事
時
代
」
を
迎
え
た
と
の
見
方
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
の
面
積
が
森
林

で
あ
る
。
山
林
と
住
居
、
市
街
地
が
近
接
し

て
い
る
。
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
は
速
い
延
焼

や
飛
び
火
も
起
こ
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な

日
本
の
特
徴
は
、
山
火
事
が
ひ
と
た
び
増
大

す
る
と
、
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
り
や
す
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

企
業
の
工
場
や
設
備
に
つ
い
て
も
、
山
林

コ
の
大
量
発
生
に
も
つ
な
が
る
。

　

大
規
模
化
し
た
山
火
事
は
、
広
大
な
場
所

が
同
時
に
燃
え
る
た
め
、
人
の
手
で
完
全
に

消
す
の
は
困
難
と
な
る
。
あ
る
程
度
以
上
に

大
き
く
な
る
と
、
住
宅
や
設
備
へ
の
延
焼
を

食
い
止
め
る
こ
と
に
尽
力
す
る
消
火
活
動
と

な
る
。
鎮
圧
・
鎮
火
の
た
め
に
は
、ま
と
ま
っ

た
雨
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
予
防
策
が
重
要
と
な
る
。

　

山
火
事
が
大
規
模
化
し
や
す
い
気
象
条
件

で
は
、
野
外
で
の
火
の
使
用
を
控
え
る
必
要

が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
発
火

原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
人
為
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。大
船
渡
市
の
大
規
模
山
火
事
を
受
け
て
、

２
０
２
６
年
１
月
１
日
か
ら
、
自
治
体
ご
と

に
林
野
火
災
注
意
報
、
林
野
火
災
警
報
が
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

林
野
火
災
注
意
報
発
令
時
に
は
、
屋
外

で
の
火
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
林
野
火
災
警
報
発
令
時
に

は
、
そ
の
地
域
で
は
屋
外
で
の
火
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
規
定

さ
れ
て
い
る
。
林
野
火
災
注
意
報
は
、
「
前

３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
ミ
リ
以
下
」
か

つ
「
前
30
日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ミ
リ
以

下
、
ま
た
は
乾
燥
注
意
報
の
発
表
」
の
と
き

に
発
令
さ
れ
る
。
林
野
火
災
警
報
は
林
野
火

災
注
意
報
の
条
件
に
加
え
て
、
強
風
注
意
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
大
槌
町
の
大

規
模
山
火
事
の
発
生
時
に
は
、
前
日
に
４
・

５
ミ
リ
の
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
降
水
量
の
基

準
を
上
回
り
、
実
際
に
は
記
録
的
な
乾
燥
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
野
火
災
注
意

報
・
警
報
が
発
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
降

水
量
と
高
温
に
よ
る
蒸
発
量
を
合
わ
せ
た
基

準
へ
の
改
良
が
求
め
ら
れ
る
。

　

燃
え
広
が
り
に
く
い
森
を
つ
く
る
「
森
林

の
管
理
」
に
よ
る
予
防
策
も
重
要
で
あ
る
。

地
面
の
枯
れ
枝
や
落
ち
葉
、
草
が
最
初
の
燃

料
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
溜
ま
っ
た
状
態
を
放

置
せ
ず
、
適
切
に
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
林
業
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
下

刈
り
、
枝
打
ち
も
効
果
的
で
あ
る
。
下
刈

り
は
地
面
の
近
く
の
燃
料
を
減
ら
す
。
枝
打

ち
は
、
落
ち
葉
な
ど
下
層
の
燃
焼
が
下
枝
を

伝
わ
り
樹
冠
へ
と
広
が
る
の
を
抑
え
る
。
林

の
上
部
ま
で
燃
え
る
「
樹じ

ゅ
か
ん
か

冠
火
」
と
な
る
と
、

燃
焼
が
激
し
く
な
り
、
延
焼
が
速
く
な
り
、

飛
び
火
も
増
大
す
る
。
燃
え
や
す
い
針
葉
樹

ば
か
り
を
密
集
さ
せ
な
い
工
夫
も
い
る
。
水

分
を
多
く
含
ん
で
燃
え
に
く
い
広
葉
樹
を
帯

の
よ
う
に
植
え
る
。
火
の
進
行
を
物
理
的
に

食
い
止
め
る
、
草
木
の
な
い
帯
状
の
空
き
地

「
防
火
帯
」
を
設
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
。特
に
住
宅
や
設
備
の
近
く
に
「
防
火
帯
」

を
設
け
た
り
、
地
面
の
枯
れ
枝
や
落
ち
葉
、

草
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
予
防
策
を
徹
底
し
て

も
完
全
に
火
災
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
消
火
の
高
度
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
火
災
が
大
き
く
広
が
っ
て
か
ら
で
は
、

人
間
の
力
で
の
消
火
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り

か
、
住
宅
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
も
困
難
に

な
る
。
早
期
消
火
の
た
め
に
は
、
ド
ロ
ー
ン

山
火
事
の
被
害
を
減
ら
す

大
規
模
山
火
事
時
代
に

企
業
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
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ス
イ
ス
・
リ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
２
０
２
５
年
の
自
然
災
害
に
よ
る
世

界
の
保
険
損
害
は
１
０
７
０
億
ド
ル
と
な
っ

た
。
長
期
ト
レ
ン
ド
で
見
れ
ば
損
害
は
年

５
〜
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
増
加
し
て
い
る
。
大

手
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
エ
ー
オ
ン（A

on

）の

２
０
２
６
年
版
報
告
書
も
、
同
じ
構
図
を

別
の
角
度
か
ら
描
い
て
い
る
。
同
社
の
集

計
で
は
、
２
０
２
５
年
の
世
界
の
保
険
損

害
は
１
２
７
０
億
ド
ル
、
経
済
損
失
は
約

２
６
０
０
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
経
済
損
失
は

２
０
１
５
年
以
来
の
低
水
準
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
険
損
害
は
長
期
平
均
を
27

パ
ー
セ
ン
ト
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

　

両
社
の
保
険
損
害
額
が
異
な
る
の
は
対
象

事
象
や
算
定
手
法
が
異
な
る
た
め
だ
が
、
重

要
な
の
は
ど
ち
ら
も
「
２
０
２
５
年
は
大
型

ハ
リ
ケ
ー
ン
が
来
な
か
っ
た
割
に
、
保
険
損

害
が
高
止
ま
り
し
た
」
と
し
て
い
る
点
だ
。

と
り
わ
け
象
徴
的
だ
っ
た
の
が
２
０
２
５
年

１
月
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
山
火
事
で
、
経
済
損

失
は
約
５
８
０
億
ド
ル
、
保
険
損
害
は
約

４
０
０
〜
４
１
０
億
ド
ル
に
達
し
、
史
上
最

も
高
額
な
山
火
事
災
害
と
な
っ
た
。
竜
巻
・

雹
・
雷
雨
な
ど
の
「
激
し
い
対
流
性
暴
風

雨
」
に
よ
る
保
険
損
害
も
世
界
で
５
０
０
〜

６
１
０
億
ド
ル
に
上
り
、
あ
る
集
計
で
は
、

対
流
性
暴
風
雨
が
21
世
紀
を
通
じ
て
最
も
高

額
な
保
険
対
象
リ
ス
ク
と
し
て
、
つ
い
に
熱

帯
低
気
圧
を
上
回
っ
た
。

　

異
常
気
象
が
も
は
や
「
ま
れ
な
例
外
」
で

は
な
く
な
っ
た
と
き
、
保
険
と
い
う
仕
組
み

そ
の
も
の
が
軋
み
始
め
る
。
引
き
受
け
る
リ

ス
ク
が
膨
ら
め
ば
、
保
険
会
社
は
保
険
料
を

気候危機が問い直す
「付保可能」の境界

インシュアラビリティの動揺を読み解く
気候心理学・ゼロカーボン政策スペシャリスト◉松田 さと子

Satoko Matsuda
脱炭素政策の専門家。英国CPsychol。自己肯定感を高める手段としての
ファッションが環境負荷削減に貢献することを見いだし、国連からの招待を経
て、気候変動会議（COP）に参加。近年は、マングローブ植林を通した脱炭
素産業育成ファイナンスに注力。政府や金融機関、大学や企業と脱炭素課
題の解決と実装にあたる。並行して、見過ごされている保険引受可能性に注目
し、ハーバード大学等の研究者や保険会社幹部と対応策を練る。

　

近
年
、
欧
米
を
中
心
に
「
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ

ビ
リ
テ
ィ（insurability

＝
保
険
引
受
可

能
性
）」
と
い
う
言
葉
が
、
に
わ
か
に
経
営

の
最
前
線
へ
と
躍
り
出
て
き
た
。
も
と
も
と

は
保
険
会
社
が
、
「
こ
の
リ
ス
ク
は
引
き
受

け
ら
れ
る
か
」
を
判
断
す
る
際
の
内
部
用
語

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
や
、
政
府
の

政
策
担
当
者
、
機
関
投
資
家
、
そ
し
て
事
業

会
社
の
経
営
層
が
口
に
す
る
戦
略
用
語
へ
と

格
上
げ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
き
っ
か
け
の
１
つ

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
気
候
変
動
で
あ
る
。

　

複
数
の
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
再
保
険
会
社

の
最
新
の
気
候
リ
ス
ク
報
告
書
は
、
い
ず
れ

も
同
じ
論
点
に
収
斂
し
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
は
も
は
や
単

な
る
契
約
上
の
論
点
で
は
な
く
、
政
府
、
企

業
、
投
資
家
に
と
っ
て
の
戦
略
的
な
優
先
課

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

あ
る
大
手
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
２
０
２
５
年
の
報

告
書
は
、
企
業
に
と
っ
て
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ

リ
テ
ィ
の
維
持
は
、
信
用
格
付
け
の
維
持
と

同
じ
く
ら
い
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
表

現
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
保
険
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
も
の
に
は
、
も
は
や
投
資
も
で
き

な
い
」
と
い
う
現
実
が
、
確
実
に
広
が
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
変
化
が
遠
い
欧
米
の
話

で
は
な
く
、
日
本
企
業
の
経
営
企
画
、
財
務
、

総
務
の
実
務
に
い
ず
れ
届
く
構
造
的
な
潮
流

だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
先
回
り

し
て
備
え
る
た
め
の
具
体
的
な
道
具
立
て
を

示
す
。
保
険
料
の
上
昇
や
契
約
条
件
の
厳
格

化
と
い
っ
た
「
保
険
シ
グ
ナ
ル
」
を
、
単
な
る

コ
ス
ト
増
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、

自
社
の
脆
弱
性
を
映
し
出
す
経
営
の
先
行
指

標（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
）と

し
て
読
み
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

保
険
と
は
本
来
、
発
生
確
率
の
低
い
偶
発

的
な
損
失
に
、
大
勢
で
備
え
る
仕
組
み
で
あ

る
。
多
数
の
加
入
者
が
少
し
ず
つ
保
険
料
を

出
し
合
い
、
不
運
に
も
被
災
し
た
少
数
を
救

済
す
る
。
こ
の
仕
組
み
が
成
り
立
つ
の
は
、

災
害
が
「
ま
れ
」
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
気
候
変
動
は
、
こ
の
大
前
提
を
根

底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

　

数
字
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ス
イ

ス
再
保
険
会
社（Sw

iss R
e

）の
研
究
機
関

揺
ら
ぐ
前
提

「
め
っ
た
に
起
き
な
い
」が

「
毎
月
起
き
る
」に
変
わ
っ
た
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もはや「異常」ではない

気象のニューノーマル
特集

上
げ
、
補
償
条
件
を
絞
り
、
そ
れ
で
も
採
算

が
合
わ
な
け
れ
ば
、
つ
い
に
は
引
き
受
け
を

止
め
る
。
２
０
２
５
年
の
米
国
市
場
で
は
、

山
火
事
、
対
流
性
暴
風
雨
、
洪
水
と
い
っ
た

リ
ス
ク
が
、
住
宅
保
険
・
企
業
保
険
の
双
方

で
保
険
料
、
免
責
、
補
償
範
囲
を
押
し
上
げ

る
要
因
と
な
っ
た
。
保
険
会
社
の
撤
退
や
州

営
ま
た
は
準
公
的
な
受
け
皿
へ
集
中
す
る
事

態
は
、
も
は
や
一
部
地
域
の
特
殊
事
例
で
は

な
く
な
っ
た
。
気
候
変
動
時
代
の
付
保
可
能

性
を
め
ぐ
る
先
行
事
例
と
し
て
捉
え
る
べ
き

段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

気
候
リ
ス
ク
が
保
険
市
場
に
与
え
る
影
響

を
経
営
者
に
説
明
す
る
と
き
、
筆
者
は
「
付

保
可
能
・
付
保
不
能
」
の
２
択
で
は
な
く
、

そ
の
間
に
連
続
し
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
置

く
「
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
」
と
い
う
捉
え
方
を
勧
め
て
い
る
。
資
産

や
事
業
を
、
付
保
可
能
性
の
観
点
か
ら
４
つ

の
段
階
に
分
け
て
眺
め
る
発
想
だ（
図
2
）。

　

第
１
段
階
は
「
完
全
付
保
可
能
」
で
あ
る
。

標
準
的
な
保
険
料
率
で
、
補
償
範
囲
も
契
約

期
間
も
市
場
標
準
の
ま
ま
引
き
受
け
て
も
ら

え
る
、
平
穏
な
状
態
を
指
す
。
日
本
国
内
の

多
く
の
資
産
は
、
現
時
点
で
は
こ
こ
に
位
置

し
て
い
る
。

　

第
２
段
階
は
「
条
件
付
き
付
保
可
能
」
だ
。

引
き
受
け
て
は
も
ら
え
る
が
、
保
険
料
が
大

幅
に
高
い
、
補
償
範
囲
に
大
き
な
免
責
が
付

く
、
契
約
期
間
が
短
く
区
切
ら
れ
る
、
あ
る

い
は
防
災
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
の

条
件
と
引
き
換
え
に
し
か
引
き
受
け
て
も
ら

え
な
い
状
態
で
あ
る
。
実
は
日
本
は
知
ら
ぬ

間
に
こ
の
段
階
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
火
災
保
険
の
長
期
契
約
の

上
限
は
、
か
つ
て
の
36
年
か
ら
２
０
１
５
年

に
10
年
、
さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
は
５
年
へ

と
、
２
段
階
に
わ
た
っ
て
短
縮
さ
れ
た
。
保

険
会
社
が
将
来
の
リ
ス
ク
変
化
を
読
み
切
れ

ず
、
長
期
の
約
束
を
避
け
始
め
た
証
左
で
あ

る
。

　

第
３
段
階
は
「
実
質
的
引
受
拒
否
」
で
あ

る
。
保
険
料
が
経
済
合
理
性
を
失
う
水
準
ま

で
跳
ね
上
が
り
、
契
約
の
継
続
が
事
実
上
不

可
能
に
な
る
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や

フ
ロ
リ
ダ
州
の
高
リ
ス
ク
地
域
が
、
い
ま
ま

さ
に
こ
の
段
階
に
あ
る
。

　

そ
し
て
第
４
段
階
が
「
完
全
引
受
不
能
」、

す
な
わ
ち
民
間
保
険
市
場
が
完
全
に
撤
退

し
、
公
的
な
受
け
皿
で
も
継
続
的
な
引
き
受

け
が
難
し
く
な
る
状
態
だ
。
米
国
の
沿
岸
高

リ
ス
ク
地
区
や
、
森
林
と
市
街
地
が
接
す
る

「
山
火
事
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
一
部
で
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
４
段
階
の
ど
こ
に
自
社
の
資
産
や
事

業
が
位
置
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
財
務
担
当
者
に
と
っ
て
「
保
険
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
損
失
を
、損
益
計
算
書
の
ど
こ
で
、

ど
う
や
っ
て
吸
収
す
る
の
か
」
と
い
う
根
源

的
な
問
い
に
直
結
す
る
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の

右
へ
進
む
ほ
ど
、
保
険
と
い
う
外
部
の
安
全

網
は
細
く
な
り
、
内
部
留
保
や
引
当
金
、
あ

る
い
は
後
述
す
る
代
替
的
な
リ
ス
ク
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
手
法
で
自
ら
備
え
る
必
要
が
増
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
第
３
・
第
４
段
階
が
ど

れ
ほ
ど
進
行
し
て
い
る
の
か
。
具
体
例
を
見

て
い
こ
う
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
市
場
最
大
手

の
ス
テ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
が
２
０
２
３
年
５
月

に
新
規
の
住
宅
保
険
引
き
受
け
を
停
止
し
、

２
０
２
４
年
３
月
に
は
３
万
件
の
住
宅
保
険

契
約
の
更
新
拒
否
を
発
表
し
た
。
２
０
２
５

年
１
月
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
山
火
事
に
よ
る
巨

額
損
失
を
受
け
て
、
同
社
に
は
17
パ
ー
セ
ン

ト
の
緊
急
値
上
げ
が
認
め
ら
れ
、
２
０
２
６

年
３
月
に
は
そ
の
継
続
が
州
当
局
と
の
和
解

で
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
同
業
の
オ
ー
ル
ス

テ
ー
ト
も
新
規
引
き
受
け
を
止
め
た
。

　

行
き
場
を
失
っ
た
住
民
が
殺
到
す
る

図1　世界の自然災害損失と保険損害の推移 ＊2026年は見通し 

図2　インシュアラビリティ・スペクトラム （付保可能性の４段階）

出典 : Aon ｢Climate and Catastrophe Insight｣各年版､ Swiss Re Institute｡
経済損失はAon基準､概数。2026年はSwiss Reのトレンド見通し（148）。点線は最悪シナリオ（約320）を示す｡
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最悪シナリオ
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経済損失が大きくても、その多くが無保険のまま残る。

自社資産がどの段階にあるかを把握することが第一歩となる。
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完全
付保可能
標準料率で引受

A
条件付き
付保可能

高料率・短期・免責付き

B
実質的
引受拒否

継続が事実上不能

C
完全

引受不能
市場が完全撤退

D

リスク水準・保険料が高くなるほど右へ

日本の現在地：多くの資産はAだが、火災保険の長期契約短縮、料率改定でBへ移行が進行中

米国の現在地：カりフォルニア、フロリダの高リスク地域はC～D。準公的保険が最後の受け皿に

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
捉
え
る
―

「
付
保
可
能
」と「
付
保
不
能
」の

間
に
あ
る
４
段
階

欧
米
の
現
実
―

州
が
最
後
の
引
き
受
け
手
に
な
り
、

住
宅
金
融
の
前
提
が
揺
ら
ぐ
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具
体
的
に
は
、
経
営
企
画
や
財
務
の
担
当

者
が
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
経
営
会

議
に
上
程
す
べ
き
「
保
険
シ
グ
ナ
ル
指
標
」

を
整
理
し
て
お
こ
う
。
火
災
保
険
料
の
前
年

比
上
昇
率
は
、
物
理
的
気
候
リ
ス
ク
の
再
価

格
付
け
が
ど
れ
だ
け
進
ん
だ
か
を
映
す
。
長

期
契
約
の
上
限
短
縮
は
、
損
保
各
社
の
不
確

実
性
認
識
の
高
ま
り
を
示
す
。
免
責
金
額
の

引
き
上
げ
は
、
保
険
会
社
が
想
定
す
る
平
均

的
な
年
間
損
失
が
悪
化
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
水
災
等
地
区
分
の
上
昇
は
、
物
件
所
在

地
の
ハ
ザ
ー
ド
が
再
評
価
さ
れ
た
サ
イ
ン
だ
。

そ
し
て
再
保
険
料
率
の
上
昇
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
資
本
市
場
が
当
該
リ
ス
ク
を
ど
う
見
て

い
る
か
を
物
語
る
。

　

で
は
、
日
本
は
こ
の
問
題
の
ど
こ
に
立
っ

て
い
る
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
日
本
は

ま
だ
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
「
条
件
付
き
付
保
可

能
」
の
段
階
に
あ
る
。
だ
が
、
引
き
受
け
拒

否
の
予
兆
は
確
実
に
現
れ
て
い
る
。
日
本
は

も
と
も
と
台
風
・
豪
雨
・
地
震
の
多
発
国
で

あ
り
、
損
害
保
険
市
場
は
世
界
有
数
の
規
模

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
誇
っ
て
き
た
。
し
か
し
近
年

の
気
候
災
害
の
激
甚
化
は
、
そ
の
屋
台
骨
を

確
実
に
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
損
保
業
界
は
火
災
保
険
の
料
率
と

商
品
設
計
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。
保
険

料
の
基
準
と
な
る
参
考
純
率（
損
害
保
険
料

率
算
出
機
構
が
算
定
す
る
、
純
粋
な
保
険
金

支
払
い
に
対
応
し
た
料
率
）は
、
２
０
１
８

の
が
、
州
が
法
律
で
設
け
た
最
後
の
受

け
皿
「
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ラ
ン
」
で
、
そ
の
住

宅
保
険
契
約
件
数
は
２
０
１
９
年
の
約

12
万
４
０
０
０
件
か
ら
、
２
０
２
６
年
初
頭

に
は
約
66
万
８
０
０
０
件
へ
と
、
５
倍
以
上

に
膨
れ
上
が
っ
た
。
２
０
２
５
年
１
月
の
山

火
事
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ラ
ン
は
加
入
す
る

損
保
各
社
に
総
額
10
億
ド
ル
の
緊
急
賦
課
金

を
発
動
し
た
。
さ
ら
に
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ラ
ン
は

２
０
２
６
年
、
初
め
て
山
火
事
の
「
カ
タ
ス

ト
ロ
フ
ィ
・
モ
デ
ル
」
を
用
い
て
料
率
を
算

定
し
、
平
均
35
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ

を
申
請
し
て
い
る
。フ
ロ
リ
ダ
州
も
同
様
で
、

相
次
ぐ
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
で
中
小
損
保
が

次
々
と
破
綻
・
撤
退
し
、
州
営
の
シ
チ
ズ
ン

ズ
保
険
公
社
へ
の
駆
け
込
み
が
急
増
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
は
住
宅
金
融
の
根
幹
を

揺
る
が
す
も
の
だ
。
米
国
の
住
宅
ロ
ー
ン
は

30
年
固
定
金
利
が
標
準
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

向
こ
う
30
年
に
わ
た
っ
て
住
宅
が
保
険
で
カ

バ
ー
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
保
険
市
場
が
不
安
定
化

す
れ
ば
そ
の
前
提
は
崩
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
住
宅
研
究
合
同
セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
５

年
に
公
表
し
た
『
全
米
住
宅
白
書
』
は
、
米

国
の
住
宅
保
険
料
が
２
０
１
９
年
か
ら

２
０
２
４
年
ま
で
の
５
年
間
で
全
米
平
均
57

パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
、
気
候
リ
ス
ク
の
高
い

地
域
ほ
ど
上
昇
率
が
大
き
く
、
解
約
率
も
急

増
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。
あ
る
リ
ス
ク
分

析
機
関
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
全
不
動
産
の
約

4
分
の
1
が
保
険
料
急
騰
や
補
償
縮
小
に
直

面
し
て
お
り
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で
民
間
保
険
を

失
っ
て
州
の
公
的
保
険
に
切
り
替
え
た
住
宅

仕
組
み
」
か
ら
、「
事
故
が
起
き
る
前
に
安
全

水
準
を
引
き
上
げ
る
能
動
的
な
装
置
」
へ
と

再
定
義
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
ボ

イ
ラ
ー
の
安
全
性
へ
の
信
頼
が
回
復
し
、
融

資
も
再
開
さ
れ
、
蒸
気
技
術
の
産
業
へ
の

普
及
が
一
気
に
加
速
し
た
。
同
じ
構
図
は
、

１
８
７
１
年
の
シ
カ
ゴ
大
火
の
後
な
ど
に
も

見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
が
現
代
に
教
え
る
の
は

明
快
な
一
点
だ
。
す
な
わ
ち
、「
基
準
な
き

と
こ
ろ
に
保
険
な
し
、
保
険
な
き
と
こ
ろ
に

信
用（
資
金
供
給
）な
し
」
と
い
う
こ
と
。
保

険
会
社
は
、
リ
ス
ク
を
拒
む
門
番
で
あ
る

と
同
時
に
、
適
切
な
基
準
づ
く
り
を
促
し
、

新
技
術
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
な
り
う

る
。
気
候
危
機
が
も
た
ら
す
保
険
の
動
揺
も

ま
た
、
悲
観
す
べ
き
終
わ
り
で
は
な
く
、
社

会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強
靭
性
）を
一
段
引
き

上
げ
る
契
機
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。

　

歴
史
の
教
訓
を
踏
ま
え
れ
ば
、
保
険
会
社

が
発
す
る
信
号
を
、
企
業
は
も
っ
と
真
剣
に

受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。保
険
料
の
上
昇
、

契
約
条
件
の
厳
格
化
、
補
償
範
囲
の
縮
小
、

そ
し
て
保
険
会
社
の
引
き
受
け
撤
退
。
こ

れ
ら
を
「
市
場
の
ノ
イ
ズ
」
と
し
て
聞
き
流

す
の
で
は
な
く
、
自
社
の
ど
こ
か
に
重
大
な

脆
弱
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
告
げ
る
「
早

期
警
戒
信
号
」
と
し
て
読
み
解
く
視
点
で
あ

る
。

は
、
市
場
価
値
が
最
大
40
パ
ー
セ
ン
ト
下
落

す
る
と
さ
れ
る
。
「
保
険
が
掛
け
ら
れ
る
こ

と
」
そ
の
も
の
が
、
資
産
価
値
と
直
結
す
る

時
代
に
入
っ
た
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
読
む
と
、
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ

テ
ィ
の
危
機
は
前
例
の
な
い
悪
夢
の
よ
う
に

思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
歴
史
を
振
り

返
れ
ば
、
社
会
は
何
度
も
「
付
保
不
能
」
の

危
機
に
直
面
し
、
そ
の
た
び
に
保
険
制
度
の

側
が
革
新
を
通
じ
て
乗
り
越
え
て
き
た
。

　

舞
台
は
19
世
紀
の
米
国
、
産
業
革
命
の
た

だ
中
だ
。
当
時
、
工
場
や
蒸
気
船
の
動
力
源

だ
っ
た
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
は
、
爆
発
事
故
を
頻

発
さ
せ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
危
険
な
た
め
、

保
険
会
社
は
ボ
イ
ラ
ー
の
リ
ス
ク
を
引
き
受

け
よ
う
と
せ
ず
、
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
必
要
な

資
金
調
達
も
滞
り
始
め
た
。
ま
さ
に
新
技
術

が
「
付
保
不
能
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
社
会

に
普
及
し
な
い
危
機
で
あ
る
。

　

転
機
は
１
８
６
６
年
に
訪
れ
た
。
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
技
術
者
た
ち

が
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
検
査

保
険
会
社（
Ｈ
Ｓ
Ｂ
）を
設
立
し
た
の
だ
。
画

期
的
だ
っ
た
の
は
た
だ
保
険
を
売
る
の
で
は

な
く
、
保
険
を
引
き
受
け
る
前
提
と
し
て
定

期
検
査
を
義
務
付
け
、
設
計
・
製
造
・
保
守

の
安
全
標
準
を
自
ら
策
定
し
た
点
に
あ
る
。

基
準
を
満
た
す
設
備
だ
け
を
引
き
受
け
、
検

査
を
通
じ
て
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。
保
険
を

「
事
故
が
起
き
た
後
に
補
償
す
る
受
け
身
の

保
険「
引
き
受
け
不
能
」を

「
引
き
受
け
可
能
」に
変
え
た
話

保
険
シ
グ
ナ
ル
を

「
経
営
の
先
行
指
標
」と
し
て
読
む

日
本
の
現
在
地
―

欧
米
の
予
兆
は
、

時
差
を
伴
っ
て
必
ず
届
く

16
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イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
危
機
と
は
、

私
た
ち
が
社
会
の
リ
ス
ク
許
容
度
を
見
直

し
、
よ
り
強
靭
で
持
続
可
能
な
経
済
へ
と
転

換
す
る
よ
う
迫
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。

19
世
紀
の
ボ
イ
ラ
ー
技
師
た
ち
が
、
爆
発
の

危
機
を
安
全
基
準
の
確
立
に
よ
っ
て
乗
り
越

え
、
蒸
気
機
関
を
産
業
の
主
役
へ
と
押
し
上

げ
た
よ
う
に
、
気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
旅

路
に
お
い
て
、
保
険
は
決
し
て
脇
役
で
は
な

い
。
そ
の
シ
グ
ナ
ル
に
耳
を
傾
け
、
備
え
を

共
有
し
、
創
造
力
を
も
っ
て
リ
ス
ク
を
乗
り

越
え
る
こ
と
。
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の

克
服
こ
そ
が
、
気
候
変
動
時
代
に
お
け
る
持

続
可
能
な
発
展
へ
の
架
け
橋
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

資
産
を
持
つ
日
本
企
業
は
多
く
、
前
述
の

と
お
り
、
欧
米
で
は
気
候
リ
ス
ク
に
よ
る
付

保
可
能
性
の
低
下
が
日
本
よ
り
先
行
し
て
い

る
。
海
外
拠
点
の
保
険
シ
グ
ナ
ル
こ
そ
、
国

内
に
先
行
し
て
現
れ
る
炭
鉱
の
カ
ナ
リ
ア
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

次
の
６
カ
月
で
は
、
戦
略
へ
の
統
合
に
進

む
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）な
ど
に
基
づ
く
気
候
関

連
開
示
と
、
付
保
可
能
性
の
指
標
を
統
合

し
、
後
者
を
物
理
的
リ
ス
ク
の
一
指
標
と
し

て
明
確
に
位
置
付
け
直
す
。
同
時
に
、
パ
ラ

メ
ト
リ
ッ
ク
保
険
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド
、
キ
ャ

プ
テ
ィ
ブ
の
実
現
可
能
性
を
調
査
す
る
。
そ

し
て
防
災
投
資
と
気
候
適
応
投
資
の
投
資

対
効
果
を
「
保
険
料
の
抑
制
効
果
」
も
含
め

て
再
評
価
し
、
設
備
投
資
の
判
断
基
準
に
反

映
さ
せ
る
。

　

最
後
の
1
年
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
統

合
を
目
指
す
。
取
締
役
会
の
気
候
関
連
リ
ス

ク
報
告
に
、
先
述
の
「
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ

テ
ィ
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
上
で
自
社（
国
内
・

海
外
拠
点
）が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
正
式

に
組
み
込
む
。
信
用
格
付
け
機
関
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
自
社
の
気
候
適

応
努
力
を
付
保
可
能
性
の
観
点
か
ら
明
示
す

る
。
さ
ら
に
、
業
界
団
体
や
地
方
自
治
体
、

損
保
業
界
と
の
対
話
の
場
を
構
築
し
、
19

世
紀
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
故
事
に
倣
っ
て
、

自
社
業
界
に
お
け
る
「
気
候
時
代
の
安
全
標

準
」（
気
候
適
応
設
計
の
基
準
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と

連
動
し
た
保
険
条
件
、
業
界
横
断
の
デ
ー
タ

共
有
）を
主
導
す
る
戦
略
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
取
り
に
い
く
。

年
以
降
、
計
４
度
に
わ
た
っ
て
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
同
時
に
、
長
期
契
約
の
上
限
が
36
年

か
ら
10
年
、
さ
ら
に
5
年
へ
と
短
縮
さ
れ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
２
０
２
４

年
10
月
の
改
定
で
は
、「
水
災
等
地
区
分
」

が
市
区
町
村
単
位
で
5
段
階
に
細
分
化
さ

れ
、
最
も
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
と
高
い
地
域

と
で
保
険
料
に
約
１
・
２
倍
の
差
が
生
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
欧
米
で
進
む
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
条
件
付
き
化
の
、
日

本
版
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ま
明

示
的
な
引
き
受
け
拒
否
が
な
い
か
ら
と
い
っ

て
安
穏
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
業
界
内
で

は
、
気
候
災
害
リ
ス
ク
が
構
造
的
に
高
止
ま

り
す
れ
ば
、
被
害
が
出
て
か
ら
支
払
う
従
来

型
の
保
険
モ
デ
ル
が
い
ず
れ
限
界
に
達
す
る

と
い
う
危
機
感
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
水
災

リ
ス
ク
の
高
い
沿
岸
部
や
河
川
近
く
の
地
域

で
は
、
将
来
的
に
民
間
保
険
だ
け
で
は
十
分

な
補
償
を
提
供
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
始
め
て
い
る
。日
本
企
業
の
不
動
産
、

工
場
、
物
流
拠
点
の
立
地
戦
略
に
は
、
付
保

可
能
性
と
い
う
変
数
が
、
暗
黙
の
う
ち
に
織

り
込
ま
れ
る
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
民
間
保
険
の
引
受
余
力
が
細

る
局
面
で
、
企
業
が
取
り
う
る
対
抗
策
は
何

か
。
か
ぎ
は
、
保
険
を
含
む
リ
ス
ク
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス（
損
失
に
備
え
る
資
金
手
当
て
の
手

法
）を
、
一
本
足
か
ら
多
層
構
造
へ
と
組
み

替
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
で
詳
説
し
な
い
が
、
自
社
グ

ル
ー
プ
専
用
の
保
険
子
会
社
「
キ
ャ
プ
テ
ィ

ブ
」、
あ
ら
か
じ
め
合
意
し
た
気
象
指
標（
風

速
、
降
水
量
、
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
な

ど
）が
一
定
の
基
準（
ト
リ
ガ
ー
）を
超
え
た

ら
、
定
額
を
自
動
的
に
支
払
う
「
パ
ラ
メ
ト

リ
ッ
ク
保
険（
指
数
連
動
型
保
険
）」、
地
域

単
位
で
リ
ス
ク
を
束
ね
る
「
プ
ー
ル
型
」
の

保
険
、
資
本
市
場
か
ら
直
接
資
金
を
調
達
す

る
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ン
ド（
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
・
ボ

ン
ド
）」
な
ど
が
、
多
層
化
の
選
択
肢
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
実
務
に
落

と
し
込
む
た
め
の
実
装
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

し
た
い
。
経
営
企
画
や
財
務
の
担
当
者
が
、

自
社
の
経
営
層
へ
の
説
明
や
取
締
役
会
報
告

に
「
明
日
か
ら
使
え
る
」
こ
と
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
90
日
以
内
に
着
手
す
べ
き
は
、
現
状

の
診
断
だ
。
本
社
、
主
力
工
場
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
物
流
拠
点
と
い
っ
た
主
要
拠
点
に

つ
い
て
、
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ

た
新
し
い
「
水
災
等
地
区
分
」
を
全
件
取
得

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
過
去
５
年
間
の
損
保
料

率
改
定
が
自
社
の
保
険
コ
ス
ト
に
ど
う
累
積

し
た
か
を
集
計
し
、財
務
報
告
に
組
み
込
む
。

そ
し
て
「
保
険
シ
グ
ナ
ル
指
標
」（
料
率
上
昇

率
、
長
期
契
約
の
短
縮
、
免
責
の
拡
大
、
補

償
の
縮
小
、
撤
退
の
兆
候
、
再
保
険
料
率
）

を
半
期
ご
と
に
報
告
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

整
え
る
。
こ
こ
ま
で
が
第
一
歩
で
あ
る
。

　

診
断
の
対
象
は
国
内
拠
点
に
限
ら
な
い
。

海
外
に
工
場
・
物
流
拠
点
・
販
売
網
な
ど
の

※	本稿で示した「インシュアラビリティ・スペクトラム」「保険シグナル指標」
「チェックリスト・実装ロードマップ」は、各社・各機関の公開報告を踏まえ
つつ、筆者が日本企業向けに独自に編成したものであり、業界標準ではな
い。実務に適用する際は、自社の業種特性・地理的分布・既存のリスクマ
ネジメント体制に応じた調整が必要である。

注：	本稿は2026年5月時点で確認できる公開情報に基づく。損害額の集計値
は提供機関により対象事象・算定手法が異なり、概数として理解されたい。
特定の保険会社・ブローカーの見解に依拠せず、複数の一次情報源を相
互参照して作成した。なお、2026年の経済損失の見通しは、現時点では
Swiss Re、Aonとも公開していない。両社が示す2026年の見通しは保険
損害（トレンド1,480億ドル、最悪シナリオ約3,200億ドル）に限られるため、
図1でも2026年は保険損害のみを示している。

取
締
役
会
で
明
日
か
ら
使
う
―

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ビ
リ
テ
ィ
・

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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リスクマネジメント プラス

ある医療現場における
緊急対応報告

ストーリーから読み解くリスクマネジメント

　

本
事
案
で
は
、
都
内
の
中
規
模
の
透
析
医

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
故
事
例
を
取
り
上
げ
、

医
療
現
場
に
お
け
る
危
機
管
理
対
応
や
事
業

継
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
す
る
。な
お
、

公
益
社
団
法
人
日
本
透
析
医
会
に
よ
れ
ば
、

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業
停
止
・
閉
院
は
、

主
に
経
営
難
や
医
療
事
故
・
法
令
違
反
、
ま

た
は
医
師
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
発
生
し
、
透

析
治
療
は
命
に
直
結
す
る
た
め
、
事
業
停
止

時
に
は
管
轄
の
保
健
所
や
医
師
会
を
通
じ
た

極
め
て
厳
格
な
患
者
の
転
院
措
置
が
求
め
ら

れ
る
。

　

本
事
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
重
大
リ
ス
ク
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
透
析
液
の
管
理
ミ
ス

や
重
大
な
医
療
事
故
の
発
生
、
不
正
請
求
な

ど
に
よ
り
厚
生
局
や
都
道
府
県
か
ら
保
険
医

療
機
関
の
指
定
取
消
な
ど
の
処
分
を
受
け
、

事
実
上
の
事
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
「
医

療
事
故
・
行
政
処
分
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら

事
案
を
想
定
し
検
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

都
内
に
あ
る
中
規
模
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ

ク（
満
床
数
：
約
50
前
後
）
に
お
い
て
、

２
０
２
６
年
７
月
●
日
午
前
７
時
頃
、
最
初

の
従
業
員
が
出
勤
し
、
い
つ
も
通
り
の
手
順

で
午
前
の
透
析
患
者
治
療
の
準
備
を
開
始
し

た
。
当
日
は
、
午
前
・
午
後
を
含
め
て
ほ
ぼ

満
床
に
近
く
85
名
前
後
の
患
者
の
治
療
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
従
業
員
が
出
勤
し

た
後
、
次
々
に
他
の
従
業
員
も
出
勤
し
、
10

分
ほ
ど
の
間
に
は
５
人
ほ
ど
が
業
務
を
開

始
し
て
い
た
が
、
そ
の
頃
、
透
析
用
水
・
透

析
液
製
造
シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
不
具
合
が
生

じ
、
事
業
所
全
体
の
透
析
シ
ス
テ
ム
が
機
能

不
全
に
陥
る
と
い
っ
た
重
大
事
故
の
予
兆
が

始
ま
っ
て
い
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
数
人
が
透
析
シ
ス
テ
ム
の
不
具

合
状
況
や
原
因
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て
い

る
頃
、
７
時
30
分
過
ぎ
に
院
長
が
出
勤
。
院

長
は
、
出
勤
し
て
い
る
全
ス
タ
ッ
フ
を
招
集

し
、
混
乱
し
て
い
る
状
況
を
落
ち
着
か
せ
る

と
同
時
に
、
原
因
シ
ス
テ
ム
の
メ
ー
カ
ー
へ
の

問
い
合
わ
せ
、
現
状
把
握
と
事
実
関
係
の
整

理
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
矢
継
ぎ
早
に
指

示
を
出
し
た
。
状
況
を
見
る
限
り
、
原
因
は
、

透
析
シ
ス
テ
ム
と
思
わ
れ
る
が
、
購
入
し
て

数
ヶ
月
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
同
種
の
シ
ス

テ
ム
を
買
い
替
え
て
き
た
経
験
か
ら
予
測
し

て
も
、
経
年
劣
化
な
ど
は
考
え
に
く
く
、
た

だ
ち
に
想
定
さ
れ
る
原
因
は
見
当
た
ら
な
い
。

ス
テ
ー
ジ
１
の
最
善
策

：

こ
の
時
点
で
は
、

事
実
確
認
、
原
因
等
が
確
認
で
き
ず
、
事
業

継
続
か
閉
院
か
を
判
断
で
き
ず
現
状
維
持
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
や
む
を
得
な
か
っ
た

と
評
価
。

教
訓

：

院
長
は
危
険
区
画
と
安
全
地
帯
の
物

理
的
境
界
を
明
示
し
、
出
入
を
制
限
し
て
現

場
の
証
拠
保
全
を
最
優
先
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
時
間
は
７

時
50
分
を
ま
わ
り
、
透
析
患
者
集
団
の
第
一

弾
を
乗
せ
た
お
迎
え
の
巡
回
バ
ス
が
到
着
し

た
。
８
時
を
過
ぎ
れ
ば
、
次
々
に
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
患
者
が
押
し
寄
せ
る
波
の
よ
う
に
来
訪

す
る
。
こ
の
時
点
で
対
処
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
ス
タ
ッ
フ
が
動
か

な
け
れ
ば
後
手
と
な
る
が
、
病
棟
は
さ
ら
に

混
乱
の
状
況
を
呈
し
て
い
た
。

ス
テ
ー
ジ
２
の
最
善
策

：

遮
断
し
た
病
棟
と

待
合
室
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
再
開

す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
一
名
を
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
待
合
室
へ
常
駐
さ
せ
、

現
状
説
明
や
問
い
合
わ
せ
内
容
の
確
認
、
今

後
の
対
応
予
定
な
ど
、
患
者
の
不
安
要
素
を

払
拭
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
訓

：

現
場
で
の
不
安
解
消
と
適
切
な
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
。

　

通
常
は
、
８
時
に
な
る
ま
で
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
棟
と
待
合
室
と
は
別
部
屋
で
施
錠
さ
れ
、

２
つ
の
部
屋
を
行
き
来
す
る
扉
に
よ
り
遮
断

さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り

何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
、
８
時
を
過
ぎ
で
も

そ
の
扉
は
開
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
病
棟
側

で
は
、
内
容
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
、
激

事
故
の
概
要

ス
テ
ー
ジ
3

ス
テ
ー
ジ
2

ス
テ
ー
ジ
１

は
じ
め
に
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し
い
言
葉
の
や
り
取
り
が
聞
こ
え
、
一
方
、

待
合
室
で
は
到
着
す
る
予
約
患
者
で
膨
れ
上

が
っ
て
い
た
。
待
合
室
に
到
着
し
た
患
者
の

ほ
と
ん
ど
は
、
入
室
し
た
途
端
、
一
様
に
膨

れ
上
が
っ
た
他
の
患
者
の
集
団
に
驚
き
、
本

来
開
い
て
い
る
は
ず
の
扉
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
異
常
な
状
況
に
「
何
が
あ
っ
た
の
？
」
と

聞
く
が
、
そ
の
時
点
で
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の

説
明
は
な
く
、
そ
の
場
に
い
る
誰
も
そ
の
回

答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
３
の
最
善
策

：

こ
の
段
階
で
は
、

患
者
の
不
安
と
疲
弊
が
ピ
ー
ク
に
な
り
つ
つ

あ
り
、待
合
室
内
で
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
の
常
駐
が
な
く
と
も
、
院
長
ま
た
は
責

任
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
代
表
者
が
説
明
責
任

を
果
た
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
訓

：

説
明
責
任
の
不
在
は
、
新
た
な
危
機

的
状
況
の
誘
発
に
連
鎖
す
る
。

　

８
時
45
分
を
過
ぎ
た
頃
、
看
護
師
が
パ

ニ
ッ
ク
状
態
で
２
つ
の
部
屋
を
結
ぶ
扉
を
勢

い
良
く
開
け
、
そ
こ
に
居
た
大
勢
の
患
者

に
一
切
目
線
を
合
わ
せ
ず
駆
け
抜
け
て
出
て

行
っ
た
。
患
者
が
声
を
か
け
る
暇
も
な
か
っ

た
。
勢
い
良
く
開
け
ら
れ
た
扉
は
、
そ
の
ま

ま
閉
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
病

棟
内
の
混
乱
し
た
景
色
を
患
者
に
見
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
中
で
作
業
に
集
中
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
は
、
扉
が
開
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

ス
テ
ー
ジ
４
の
最
善
策

：「
ま
さ
に
、
そ
こ

に
あ
る
危
機
」
に
対
処
で
き
て
い
な
い
状
況

を
患
者
が
目
の
当
た
り
に
し
、
待
合
室
内
の

状
況
も
一
変
。
不
平
・
不
満
、
不
安
、
恐
怖

を
含
め
た
色
々
な
感
情
が
爆
発
し
た
。

教
訓

：

患
者
心
理
の
大
き
な
変
化
が
起
き
た

時
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の
誰
も
が
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
危
機
管
理
の
致
命
傷
。

　

９
時
を
過
ぎ
て
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
か
ら
は

説
明
は
な
く
、
待
合
室
は
座
る
場
所
す
ら
な

い
患
者
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
混
乱
し
た

ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の
作
業
を
目
撃
し
た
患
者
達

は
、
一
様
に
衝
撃
と
深
い
不
安
を
抱
え
、「
何

が
起
き
た
の
か
？
」「
原
因
は
な
ん
だ
っ
た

の
か
？
」「
問
題
は
解
決
で
き
た
の
か
？
」

「
再
発
防
止
は
で
き
て
い
る
の
か
？
」「
な

ぜ
公
表
し
な
い
の
か
？
」
の
疑
問
を
払
拭
で

き
な
い
ま
ま
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
か
ら
正
式
な

説
明
は
書
面
・
口
頭
い
ず
れ
も
な
く
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
５
の
最
善
策

：

待
合
室
内
で
も
大

き
な
混
乱
が
生
じ
て
い
る
に
も
係
ら
ず
ス

タ
ッ
フ
が
患
者
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
点
は
、
院
長
の
指
導
不
足
、
有
事
の

危
機
管
理
能
力
の
課
題
と
評
価
さ
れ
る
。
患

者
の
不
安
要
素
を
沈
静
化
す
る
に
は
、
院
長

名
に
よ
る
説
明
書
類
か
、
口
頭
に
よ
る
丁
寧

な
説
明
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

教
訓

：

危
機
管
理
の
手
続
き
に
早
道
な
し
。

現
時
点
で
関
係
者
へ
の
事
実
の
開
示
、
取
引

先
へ
の
連
絡
、
行
政
機
関
へ
の
報
告
な
ど
を

行
っ
て
い
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
が
事
故
を
察
知

し
た
こ
と
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
最
大
の
危
機
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
７
の
最
善
策

：

危
機
管
理
の
失
敗

は
気
が
つ
い
た
時
に
い
つ
で
も
修
正
で
き

る
。
経
営
者
と
し
て
謝
罪
す
べ
き
点
は
謝
罪

し
、
危
機
鎮
圧
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
正
道
へ

軌
道
修
正
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
訓

：

経
営
層
の
判
断
の
遅
れ
と
指
示
の
乱

れ
は
組
織
の
崩
壊
に
繋
が
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
取
材
が
契
機
と
な
り
、
よ
う
や

く
院
内
に
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ

に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
他
の
マ
ス
コ
ミ

媒
体
か
ら
次
々
に
問
い
合
わ
せ
が
入
り
、
営

業
用
の
電
話
は
パ
ン
ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
取
材
対
象
は
患
者
か
ら
取
引
先
に

ま
で
及
び
、
業
務
上
の
関
係
者
か
ら
も
続
々

と
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
対
策

本
部
が
判
断
で
き
た
の
は
、
原
因
と
な
っ
た

透
析
シ
ス
テ
ム
の
安
全
維
持
に
関
す
る
業
務

手
順
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
不
測
の
事

態
へ
の
対
処
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
院

内
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
個
別
の
苦
情
対

応
な
ど
で
多
少
の
経
験
を
積
ん
だ
人
材
も
い

た
が
、
こ
の
よ
う
な
組
織
の
危
機
に
対
し
て

は
為
す
べ
き
術
を
知
ら
な
い
。
想
定
問
答
の

利
害
関
係
者
の
対
応
に
関
す
る
優
先
順
位
付

け
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
説
明
責
任
を
全
う

す
る
以
外
達
成
で
き
な
い
。

　

10
時
30
分
頃
、
２
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
待
合

室
に
入
室
し
、
待
機
す
る
患
者
ひ
と
り
一
人

に
謝
罪
し
、
①
当
日
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
治
療
の

中
止
と
他
の
医
療
施
設
へ
の
転
院
、
②
当
日

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
治
療
の
中
止
と
翌
日
の
治
療

の
変
更
、
③
送
迎
車
手
配
の
有
無
に
つ
い
て

確
認
を
求
め
て
き
た
。
責
任
者
で
は
な
い
た

め
、
患
者
か
ら
の
詳
細
な
問
い
合
わ
せ
に
答

え
ら
れ
な
い
。
患
者
の
納
得
は
得
ら
れ
て
い

な
い
。

ス
テ
ー
ジ
６
の
最
善
策

：

院
長
ま
た
は
組
織

の
長
が
危
機
的
事
態
の
概
要
と
対
処
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
必
要
性
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
機
会
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

教
訓

：

危
機
管
理
の
基
本
を
忘
れ
た
組
織
の

末
路
は
転
が
る
石
と
同
じ
。

　

翌
日
の
夕
方
、
大
手
マ
ス
コ
ミ
一
紙
か

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
取
材
申
し
込
み
の
電
話
が

入
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
と

い
う
だ
け
で
院
内
を
騒
然
と
さ
せ
る
に
は
十

分
す
ぎ
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
マ
ス
コ
ミ

の
事
前
調
査
内
容
だ
っ
た
。
既
に
患
者
か
ら

の
複
数
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
済
ま
せ
、
聴
取

結
果
を
ま
と
め
て
い
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

ス
テ
ー
ジ
4

ス
テ
ー
ジ
5

ス
テ
ー
ジ
8

ス
テ
ー
ジ
7

ス
テ
ー
ジ
6
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て
は
、
た
だ
膨
大
な
情
報
を
伝
え
れ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
正
確
な
情
報
、
過

去
情
報
と
現
在
情
報
の
変
遷
、
こ
れ
ま
で
に

公
表
さ
れ
て
い
な
い
新
規
の
情
報
の
存
在
、

誤
認
情
報
の
訂
正
、
経
営
者
と
し
て
必
ず
伝

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
目
的
を
も
っ
て

臨
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓

：

患
者
不
在
の
情
報
開
示
は
信
用
毀
損

の
も
と
。

　

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
信
頼
は
大
き
く
毀
損

し
、
そ
の
回
復
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
。
果

た
し
て
こ
れ
ら
の
責
任
は
誰
に
あ
っ
た
の

か
？ 

経
営
者
に
責
任
が
あ
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
な
い
企
業
風
土
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
下
に
、
本
事

案
を
も
と
に
「
と
る
べ
き
対
応
」
と
「
想
定

さ
れ
る
被
害
影
響
」
を
挙
げ
て
検
証
し
て
み

た
。
皆
さ
ん
の
組
織
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？

　

図
表
１
の
表
で
は
、
す
べ
て
が
○
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
事
例
の
対
応
で
は
×

の
多
さ
が
目
に
付
く
。

　

図
表
２
の
表
で
は
、
す
べ
て
が
発
生
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
リ
ス
ク
だ
が
、
本
事
例
の
対

応
で
は
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
危
機
が
増
幅
し
、

被
害
想
定
額
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
×

は
そ
の
時
点
で
適
切
な
対
応
を
す
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
放
置
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
各

リ
ス
ク
を
発
生
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
医
療
過
誤
が
疑
わ

れ
る
場
合
、
監
督
官
庁
で
あ
る
保
健
所
や
都

道
府
県
の
医
療
安
全
課
へ
の
相
談
や
報
告
を

行
う
。
重
大
な
事
案
で
は
、
医
療
法
に
基
づ

く
「
立
入
検
査（
臨
検
）」
が
実
施
さ
れ
、
事

実
関
係
の
調
査
や
再
発
防
止
策
の
指
導
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

役
割

：

医
療
法
に
基
づ
く
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
監
督

官
庁
。
医
療
安
全
に
関
す
る
相
談
や
、
法
令

違
反
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
通
報
先
と
な
る
。

対
応

：

悪
質
な
基
準
違
反
や
医
療
安
全
管
理

体
制
の
不
備
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
立
入
検
査

（
臨
検
・
医
療
監
視
）を
実
施
す
る
権
限
を
持

つ
。

役
割

：

厚
生
労
働
省
が
指
定
す
る
医
療
事
故

調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー

対
応

：

管
理
者
が
予
期
し
な
か
っ
た
「
医
療

に
起
因
し
た
死
亡
・
死
産
」
が
発
生
し
た
場

合
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
す

る
義
務
が
あ
る
。

Ｑ
＆
Ａ
を
作
り
、
一
元
的
な
窓
口
で
適
切
か

つ
均
一
な
情
報
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た

が
、
現
実
に
は
そ
の
場
の
対
応
に
ひ
と
り
一

人
が
追
わ
れ
、
苦
し
い
説
明
と
謝
罪
に
徹
す

る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。
対
策
本
部
は

形
式
的
に
設
置
さ
れ
た
だ
け
で
形
骸
化
し
て

お
り
、
判
断
・
指
揮
能
力
を
失
っ
て
い
た
。

場
当
た
り
的
な
責
任
者
の
説
明
に
ス
タ
ッ
フ

は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
、
取
引
先
、
国
民
な
ど

の
関
係
者
は
混
乱
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
マ
ス
コ
ミ
は
直
ち
に
記
者
会
見
を
開
催
す

る
よ
う
求
め
て
き
た
。

ス
テ
ー
ジ
８
の
最
善
策

：

こ
の
時
点
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
提
供
さ
れ
て
い
る
情
報
量
の
少

な
さ
を
補
う
た
め
に
、一
定
の
水
準
を
維
持

し
な
が
ら
各
方
面
へ
の
適
切
な
情
報
開
示
が

必
要
と
な
る
。
院
内
に
本
事
案
に
関
す
る
相

談
担
当
者
の
設
置
の
他
、
メ
デ
ィ
ア
や
取
引

先
等
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る

窓
口
の
設
置
な
ど
、
想
定
さ
れ
る
利
害
関
係

者
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
と
す
る
組
織

の
変
更
を
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
再
発
防
止

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、ウ
ェ
ブ
上
で
項
目
内
容
、

着
手
の
概
要
、
完
了
時
期
な
ど
を
開
示
し
、

利
害
関
係
者
に
進
捗
状
況
が
認
識
で
き
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

教
訓

：
危
機
が
完
全
鎮
圧
さ
れ
る
ま
で
は
終

わ
ら
な
い
。
経
営
者
の
一
挙
一
投
足
は
常
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

対
策
本
部
は
記
者
会
見
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
正
念
場
を
迎
え
て
い
た
。
原
因
究
明

能
力
も
な
く
、
た
だ
記
者
達
の
前
で
謝
罪
す

る
過
去
の
不
祥
事
事
件
の
経
営
陣
の
姿
を
自

分
達
の
こ
れ
か
ら
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
て
い

た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
判
明
し
て
い
る
す
べ

て
の
事
実
を
適
切
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
受
け
る
被
害
は
最
小
限

に
抑
え
た
い
と
切
に
願
う
経
営
者
を
、
悪
魔

の
囁
き
は
確
実
に
「
隠
蔽
」
と
い
う
甘
い
誘

惑
へ
誘
い
込
も
う
と
す
る
。
ど
こ
ま
で
マ
ス

コ
ミ
は
知
っ
て
い
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
公
表

す
れ
ば
よ
い
の
か
。
記
者
会
見
は
、
記
者
と

の
間
の
情
報
戦
、探
り
合
い
な
ど
で
は
な
い
。

前
述
し
た
と
お
り
、
謝
罪
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
現
時
点
ま
で
に
起
こ
っ
た
事
実
情
報
、

経
営
者
と
し
て
行
っ
て
き
た
原
因
究
明
や
対

策
、
今
後
の
対
応
な
ど
を
含
め
、
記
者
の
先

に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係
者
に
正
確

な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
さ

ら
に
認
識
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
本
事
案

で
の
公
表
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
こ
れ
で
終
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
記
者
会
見
の
記
事

が
呼
び
水
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
す
る

風
評
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
内

部
告
発
投
稿
な
ど
、
目
に
見
え
に
く
か
っ
た

風
評
拡
散
と
い
う
攻
撃
は
「
電
凸
」
と
い
う

リ
ア
ル
攻
撃
や
営
業
妨
害
攻
撃
に
形
を
変
え

て
第
二
ラ
ウ
ン
ド
に
続
い
て
い
く
。

ス
テ
ー
ジ
９
の
最
善
策

：

会
見
開
催
に
つ
い

ス
テ
ー
ジ
9

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
被
害
想
定

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
対
す
る

臨
検
・
調
査
・
捜
査

監
督
官
庁
・
関
連
機
関
へ
の

連
絡
先
と
役
割

保
健
所
・
都
道
府
県
の
医
務
・

医
療
安
全
課

1
医
療
事
故
調
査
・

支
援
機
構（
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
）

2
警
察
署

3
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役
割

：

医
師
法
第
21
条
に
基
づ
き
、
検
案
し

て
「
異
状
」
を
認
め
た
場
合
は
24
時
間
以
内

の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
過
失
致

死
傷
害
罪
な
ど
の
刑
事
事
件
が
問
わ
れ
る
事

案
が
対
象
と
な
る
。

　

保
健
所
等
の
職
員
や
医
療
監
視
員
が
、
予

告
ま
た
は
無
予
告
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
立
ち
入

り
、
以
下
の
調
査
を
行
う
。

●	

カ
ル
テ
・
透
析
記
録
の
確
認
：

事
故
前
後
の
臨
床
デ
ー
タ
や
処
方
内
容
の

照
合
。

●	

医
療
安
全
管
理
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
：

医
療
事
故
防
止
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

安
全
委
員
会
の
実
施
状
況
な
ど
の
確
認
。

●	

備
・
衛
生
状
況
の
検
査
：

透
析
液
の
水
質
管
理
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
状
況
の
確
認
。

　

過
誤
に
よ
る
被
害
の
救
済
や
責
任
追
及
を

目
的
と
す
る
場
合
、
監
督
官
庁
に
よ
る
行
政

処
分
や
調
査
と
は
別
に
、
以
下
の
手
段
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ル
テ
の
保
全

：

病
院
側
に
よ
る
改
ざ
ん
や

紛
失
を
防
ぐ
た
め
、
弁
護
士
を
通
じ
て
早
急

に
カ
ル
テ
の
コ
ピ
ー
や
証
拠
保
全
を
行
う
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。

民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求

：

医
療
行
為
に
お

け
る
過
失
と
被
害（
損
害
）の
因
果
関
係
を

証
明
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
対
し
て
損
害
賠
償

を
求
め
る
。

弁
護
士
や
専
門
窓
口
へ
の
相
談

：

医
療
過
誤

を
専
門
と
す
る
弁
護
士
や
、「
法
テ
ラ
ス
サ

ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
の
法
的
ト
ラ
ブ
ル

相
談
窓
口
の
利
用
が
推
奨
さ
れ
る
。

　

生
命
維
持
の
た
め
に
透
析
を
必
要
と
す

る
Ｅ
Ｓ
Ｋ
Ｄ（
末
期
腎
不
全
）
患
者
が
透

析
を
受
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
は
重
大
で
あ

る
。
Ｅ
Ｓ
Ｋ
Ｄ
患
者
が
透
析
を
見
合
わ
せ

た
場
合
に
は
、
数
日
か
ら
数
週
で
死
亡
す

る（
日
本
透
析
医
学
会
：
透
析
の
開
始
と
継

続
に
関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
の
提
言
に
つ
い
て
）と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

本
事
案
の
よ
う
に
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の
事

由
に
よ
り
Ｅ
Ｓ
Ｋ
Ｄ
患
者
が
透
析
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
よ
る
不
利
益
や
命
の
維
持
に

係
る
リ
ス
ク
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
平
時
の

時
よ
り
十
分
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
最
優
先

事
項
で
あ
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
血
液
浄
化
技
術
学
会

は
、
２
０
２
５
年
１
月
31
日
、「
透
析
治
療

を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
、
自
施
設
の
被

害
が
甚
大
で
速
や
か
な
復
旧
が
不
可
能
な
場

合
、
あ
る
い
は
復
旧
で
き
て
も
人
員
や
資
材

の
不
足
に
よ
り
、
透
析
治
療
の
継
続
に
大
き

な
支
障
が
出
る
場
合
は
、
速
や
か
に
支
援
透

析
依
頼
す
る
と
明
示
し
た
。

図表 1　ステージごとにとるべき対応（筆者作成）

図表 2　ステージごとに想定される被害影響（筆者作成）

×は不完全・不適切な対応、△は最低限の対応、○は適切な対応

医
療
法
に
基
づ
く

「
立
入
検
査（
臨
検
）」に
つ
い
て

医
療
過
誤
に
対
す
る
責
任
追
及

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

使
命
と
事
業
継
続
の
重
要
性

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4 ステージ5 ステージ6 ステージ7 ステージ8 ステージ9

事実確認 △ △ △ △ △ △ △ △ △

原因究明 × × × × × △ △ △ △

是正対策 × × × × × × △ △ △

適切な公表 × × × × × × × △ △

ステージ1 ステージ2 ステージ3 ステージ4 ステージ5 ステージ6 ステージ7 ステージ8 ステージ9

失態に伴う
直接経費の拡大 × × 有り 有り 有り 有り 有り 有り 有り

信用毀損による
取引停止等 × × × 有り 有り 有り 有り 有り 有り

不買による
他業務への影響 × × × × × × 有り 有り 有り

風評拡大による
売上減少 × × × × × × × × 有り
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第
１
回
で
は
、
リ
ス
ク
は
単
独
で
存
在
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
結
び
付
き
な
が

ら
動
く
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

第
２
回
で
は
、
地
政
学
や
サ
イ
バ
ー
の
変
化

が
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た

い
。
も
っ
と
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
地

政
学
、
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
、
こ
の
紙

面
だ
け
で
そ
の
全
て
を
論
じ
尽
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
国
際
政
治
、

産
業
政
策
、
技
術
覇
権
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
も
含
め
て
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
議
論

す
べ
き
テ
ー
マ
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
全
体
像

を
網
羅
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
立
場
か
ら
見
え
て
い
る
論
点
に
絞
っ
て
お

伝
え
し
た
い
。

　

少
し
前
ま
で
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
地

政
学
リ
ス
ク
は
「
海
外
で
起
き
て
い
る
出
来

事
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
戦
争
・
紛
争
、
国

家
間
の
対
立
、
輸
出
規
制
や
経
済
制
裁
な
ど

は
、
自
社
の
事
業
と
は
ど
こ
か
距
離
の
あ
る

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
う
受
け
止
め
て
い
た
企

業
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
状
況
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
。

リ
ス
ク
は
も
は
や
「
海
外
の
出
来
事
」
で
は

済
ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
国
の
輸

出
規
制
が
、
翌
月
の
部
材
調
達
に
影
響
を
及

ぼ
す
。中
東
情
勢
は
、原
油
価
格
や
輸
送
ル
ー

ト
を
変
化
さ
せ
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
物

流
会
社
の
出
荷
デ
ー
タ
を
停
止
さ
せ
て
し
ま

う
。
人
権
問
題
は
、
主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

の
取
引
継
続
を
難
し
く
す
る
。
こ
う
し
た
事

象
は
、
も
は
や
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
終
わ

ら
な
い
。
気
づ
け
ば
、自
社
の
調
達
コ
ス
ト
、

在
庫
水
準
、
販
売
計
画
に
数
字
と
し
て
跳
ね

返
っ
て
く
る
。

　

企
業
に
と
っ
て
、
ま
ず
地
政
学
リ
ス
ク
が

厄
介
な
の
は
、
そ
れ
が
最
初
か
ら
「
売
上
減

少
」
や
「
原
価
上
昇
」
と
い
う
分
か
り
や
す

い
形
で
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
あ
る
。

　

多
く
の
場
合
、
そ
の
兆
候
は
ご
く
小
さ
な

形
で
現
れ
る
。
規
制
変
更
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ

た
り
、
取
引
先
か
ら
届
く
納
期
遅
延
の
一
報

や
、
為
替
の
わ
ず
か
な
変
動
で
あ
っ
た
り
す

る
。
一
つ
ひ
と
つ
は
些
細
な
も
の
に
見
え
る

が
、
そ
の
背
後
で
環
境
変
化
が
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

経
営
へ
の
影
響
が
見
え
に
く
い
た
め
、
現

場
で
は
「
ま
だ
様
子
を
見
て
も
よ
い
だ
ろ

う
」
と
判
断
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
小
さ
な
変
化
が
積
み
重
な
る
と
状
況
は

一
変
す
る
。
供
給
停
止
、調
達
価
格
の
上
昇
、

生
産
計
画
の
見
直
し
、
顧
客
へ
の
納
期
調
整

へ
と
波
及
し
、
最
終
的
に
は
業
績
に
影
響
を

及
ぼ
す
。
実
際
に
は
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た

時
点
よ
り
も
、
そ
の
影
響
が
顕
在
化
し
た
時

点
で
初
め
て
経
営
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。

【
企
業
事
例
Ａ
】

リ
ス
ク
は
見
え
て
い
た
が
、シ
ナ
リ
オ
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た

　

あ
る
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
Ａ
社
で
耳
に

し
た
話
で
あ
る
。
産
業
機
械
向
け
の
制
御

部
品
を
手
が
け
て
お
り
、
主
力
製
品
に
使

う
高
性
能
セ
ン
サ
ー
を
特
定
国
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
か
ら
調
達
し
て
い
た
。
品
質
が
安

定
し
価
格
競
争
力
も
高
く
、
依
存
度
が
高

ま
る
の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。
転
機
は

輸
出
管
理
強
化
で
あ
っ
た
。
許
認
可
手
続

き
が
長
期
化
し
、
部
材
不
足
が
生
じ
た
結

果
、
顧
客
へ
の
出
荷
調
整
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
後
か
ら
聞
け
ば
、
問
題
は
規
制
そ

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
法
務
部

門
は
早
期
に
規
制
動
向
を
把
握
し
て
い
た

が
、
調
達
部
門
は
取
引
継
続
が
可
能
と
判

断
し
、
営
業
部
門
も
顧
客
納
期
へ
の
影
響

を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
情
報

は
各
部
門
に
あ
っ
た
が
、
社
内
で
結
び
つ

か
な
か
っ
た
。
一
つ
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ

と
し
て
共
有
さ
れ
な
い
ま
ま
各
部
門
が
独

自
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
、
本
質
的
な
課

題
だ
っ
た
。

　

各
部
門
が
正
確
な
情
報
を
把
握
し
て
い
て

も
、
そ
れ
ら
が
部
門
横
断
で
共
有
・
統
合
さ

れ
ず
、
経
営
判
断
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
一
つ
の
事
象
が
ど
の
よ
う

な
影
響
を
引
き
起
こ
す
の
か
を
十
分
に
予
測

で
き
な
い
こ
と
も
、
企
業
に
内
在
す
る
課
題

だ
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
地
政
学

リ
ス
ク
の
場
合
、
紛
争
や
国
家
間
の
対
立
そ

の
も
の
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
調
達
が
止

これからのリスク、
これからのリスクマネジメント

SOMPO リスクマネジメント株式会社／取締役常務執行役員 首席コンサルタント　原 敬徳
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リ
ス
ク
は
国
境
を
越
え
て

自
社
の
業
績
を
襲
っ
て
く
る



か
。
こ
う
し
た
情
報
が
な
け
れ
ば
、
供
給
停

止
時
に
取
れ
る
選
択
肢
は
か
な
り
限
ら
れ
て

し
ま
う
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
管
理
で
は
、

原
材
料
や
部
材
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
物
流

ル
ー
ト
の
維
持
・
確
保
も
欠
か
せ
な
い
。
近

年
の
中
東
情
勢
を
背
景
に
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

や
紅
海
周
辺
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
だ
け
で
な
く
海
上
輸
送
全
体
の
脆

弱
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
物
流
は
単

な
る
輸
送
手
段
で
は
な
く
供
給
網
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
原
材
料
を

確
保
で
き
て
も
運
べ
な
け
れ
ば
事
業
は
成
り

立
た
な
い
。
航
路
変
更
に
よ
る
輸
送
期
間
の

長
期
化
や
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
も
続
い
て
い

る
。
代
替
調
達
先
を
探
す
だ
け
で
は
足
り
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど
の
ル
ー
ト
を
使
い
、

ど
の
港
を
経
由
し
て
、
ど
う
運
ぶ
の
か
。
い

ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
調
達
先
の
見
直
し

に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
流
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
を
再
設
計
す
る
視
点
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。（
図
表
２
）

【
企
業
事
例
Ｃ
】

ホ
ル
ム
ズ
危
機
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

輸
送
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
弱
点

　

大
手
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｃ
社
は
、
ホ
ル

ム
ズ
危
機
で
燃
料
調
達
と
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
両
面
か
ら
影
響
を
受
け
た
。
喜
望
峰

を
見
な
が
ら
、
問
い
の
向
き
が
ま
る
で
逆
に

な
っ
た
印
象
だ
。（
図
表
１
）

【
企
業
事
例
Ｂ
】

供
給
網
の
盲
点
は
、
取
引
先
の
さ
ら
に

先
に
あ
る

　

素
材
メ
ー
カ
ー
Ｂ
社
は
、
主
力
製
品
に

使
う
添
加
剤
を
国
内
商
社
経
由
で
調
達
し

て
い
た
。
直
接
の
取
引
相
手
は
国
内
企
業

で
あ
り
、
当
初
は
地
政
学
リ
ス
ク
と
は
無

縁
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
態
を
調

べ
る
と
、
そ
の
原
材
料
の
多
く
が
特
定
国

の
鉱
山
に
依
存
し
て
お
り
、
鉱
山
か
ら
精

製
工
程
ま
で
の
流
通
ル
ー
ト
も
限
ら
れ
て

い
た
。
現
地
政
府
が
輸
出
制
限
を
検
討
し

始
め
た
段
階
で
、
Ｂ
社
は
初
め
て
自
社
の

供
給
網
に
潜
む
依
存
構
造
を
把
握
し
た
。

契
約
相
手
が
国
内
企
業
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
先
に
何
が
連
な
る
か
は
別
の
問
題
で
あ

る
。
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
が
安
定
し
て
い
て
も
、

Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
2
・
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
3
が
海
外
の
特
定

地
域
に
集
中
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く

な
い
。
直
接
の
取
引
先
だ
け
を
見
て
い
て

は
、
リ
ス
ク
自
体
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
「
線
」
で
見
る
こ
と
で
は
な

く
、「
構
造
」
で
見
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
製

品
に
、
ど
の
部
材
が
使
わ
れ
、
そ
の
部
材
は

ど
の
地
域
、
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ど
の
物

流
ル
ー
ト
に
依
存
し
て
い
る
の
か
。
代
替
先

は
あ
る
の
か
。
切
り
替
え
に
は
何
カ
月
か
か

る
の
か
。
品
質
認
証
や
顧
客
の
承
認
は
必
要

ま
り
、
原
材
料
価
格
が
上
昇
し
て
、
輸
送
コ

ス
ト
が
膨
ら
む
。
そ
の
影
響
が
事
業
や
収
益

に
及
ん
だ
と
き
、
初
め
て
経
営
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
点
が
あ

る
。
リ
ス
ク
は
単
独
で
は
現
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
原
材
料
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
利
益

率
が
圧
迫
さ
れ
、
調
達
の
遅
延
は
生
産
計
画

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に
輸
送
費
が
膨
ら

め
ば
、
価
格
転
嫁
を
巡
る
顧
客
と
の
交
渉
も

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
一
つ
の
事
象
が
連
鎖
的

に
波
及
し
、
調
達
、
生
産
、
販
売
、
財
務
へ

と
影
響
が
広
が
っ
て
い
く
。
も
は
や
個
別
の

部
門
だ
け
で
対
処
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

経
営
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
課
題
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

長
い
間
、
多
く
の
企
業
は
「
安
く
、
早
く
、

無
駄
な
く
」
調
達
す
る
こ
と
を
追
求
し
て
き

た
。
集
中
購
買
、
低
在
庫
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
、と
い
っ
た
最
適
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
、
平
時
に
お
い
て
は
競
争
力
の
源
泉

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
仕
組
み
は
必
要
な

時
に
必
要
な
モ
ノ
が
届
く
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
た
。
筆
者
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
世

界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
頃
、
最
初
に
叩
き
込

ま
れ
た
の
は
こ
の
発
想
だ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
ト
の
『
ザ
・
ゴ
ー
ル
』
を
読
み
、
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
を
見
つ
け
て
全
体
最
適
を
図
り
、リ
ー

ド
タ
イ
ム
と
在
庫
を
ど
こ
ま
で
削
れ
る
か
を

徹
底
し
て
学
ん
だ
。
Ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
モ

デ
ル
も
同
じ
で
あ
る
。
直
販
と
受
注
生
産
を

組
み
合
わ
せ
、
完
成
品
在
庫
を
持
た
ず
、
部

品
在
庫
す
ら
数
日
レ
ベ
ル
に
抑
え
る
。
在
庫

を
限
界
ま
で
絞
る
こ
と
が
強
さ
だ
っ
た
時
代

だ
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
見
極
め
、
全
体
最
適

を
考
え
、
滞
留
を
減
ら
す
と
い
う
発
想
は
、

現
在
の
経
営
に
も
十
分
通
用
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
今
は
前
提
が
変
わ
っ
た
。
当
時
は

「
い
か
に
無
駄
を
削
る
か
」
を
競
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
は
「
ど
こ
ま
で
削
っ
て
よ
い
の

か
」
を
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
供
給
網

図表 1　サプライチェーンリスクマネジメントの基本戦略（筆者作成）

A：サプライチェーン・マネジメントの“基本戦略”
（1）需要と供給のバランスを予測しながら、意思決定機能や経営資源の「選択と集中」を行う。
（2）商品リードタイムを短縮し、在庫を最小化する。
（3）サプライヤーを絞り込み、コスト競争力を最大化する。

B：サプライチェーン・“リスク”マネジメントの“基本戦略”
（1）情報の途絶や供給の中断に備え、意思決定機能・権限や経営資源を分散させる。
（2）リードタイムの変動や供給停止の影響を吸収できるよう、適切な在庫を確保する。
（3）供給経路の遅延や途絶に備え、調達先を複線化・多様化する。

効
率
化
さ
れ
た
供
給
網
ほ
ど

見
え
な
い
弱
点
を
持
つ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

物
流
ル
ー
ト
の
罠
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き
た
ら
、
誰
が
、
ど
の
会
議
体
で
判
断
す
る

の
か
」
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
現
実
的
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
リ
ス
ク
情
報
が
現
場
に
留
ま
り
、
経
営
層

ま
で
十
分
共
有
さ
れ
て
い
な
い
企
業
も
少
な

く
な
い
。
し
か
し
、
有
事
に
求
め
ら
れ
る
の

は
現
場
最
適
で
は
な
く
経
営
判
断
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
部
材
を
ど
の
製
品
や
顧
客
に
優
先

配
分
す
る
の
か
、
コ
ス
ト
増
を
受
け
入
れ
る

の
か
と
い
っ
た
判
断
は
経
営
の
役
割
だ
。

【
企
業
事
例
Ｄ
】

調
達
停
止
は
、
財
務
リ
ス
ク
で
あ
る

　

食
品
メ
ー
カ
ー
Ｄ
社
で
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
調
達
部
門

が
担
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
や
経
営
企
画
部

門
は
実
態
を
十
分
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

主
要
原
料
の
調
達
が
３
カ
月
停
止
し
た
場

合
の
財
務
影
響
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
年

間
売
上
の
約
10
％
に
相
当
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
軽
視
で
き
る
数
字
で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
リ
ス
ク
は
取

締
役
会
な
ど
で
も
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
影
響
の
大
き
さ
と
経
営
の
関
与
度
に

明
ら
か
な
乖
離
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
Ｄ
社

は
、
調
達
停
止
シ
ナ
リ
オ
ご
と
に
財
務
影

響
を
可
視
化
し
て
経
営
会
議
へ
の
定
期
報

告
に
組
み
込
み
、
調
達
・
財
務
・
経
営
企

画
・
リ
ス
ク
管
理
が
参
画
す
る
「
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
」
を
設

置
し
、
リ
ス
ク
を
経
営
レ
ベ
ル
の
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

迂
回
で
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
延
び
、
保
険
料

も
跳
ね
上
が
っ
た
。
そ
れ
で
も
顧
客
と
の

契
約
単
価
は
固
定
さ
れ
た
ま
ま
で
、
増
え

た
コ
ス
ト
を
自
社
で
吸
収
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
同
社
は
本
社
に
臨
時
チ
ー
ム
を

置
き
、
航
路
、
保
険
、
在
庫
を
ま
と
め
て

管
理
し
た
。
顧
客
へ
の
早
期
通
知
も
徹
底

し
た
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、
自
社

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
輸
送
ル
ー
ト
の
代
替
が
ほ
と

【参考文献】
［1］ 日本貿易振興機構（JETRO）「紅海およびスエズ運河に関する物流動向」（令和 8 年 5月13日）

https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2026/0402/871c57bd7ee8fbb7.html

ん
ど
織
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
調
達
先
を
分
散
す
る
だ
け

で
は
足
り
な
い
。
ど
の
ル
ー
ト
で
運
ぶ
の

か
。
ど
の
港
を
使
う
の
か
。
ど
の
保
険
を

適
用
す
る
の
か
。
平
時
に
は
見
過
ご
さ
れ

が
ち
な
問
い
が
、
有
事
に
な
っ
て
一
気
に

経
営
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
Ｃ

社
の
次
の
備
え
は
、
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
見

直
す
こ
と
で
あ
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
経
営
課
題
と
し
て
考
え
る
う
え
で
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
し
、
こ

こ
で
問
い
た
い
の
は
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
本
当
に

リ
ス
ク
管
理
部
門
だ
け
の
仕
事
な
の
か
」
と

い
う
点
で
あ
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、リ
ス
ク
管
理
部
門
、

調
達
部
門
、
製
造
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
従
来
型
の
役
割
分
担
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題
は
、
財
務
、

人
権
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
事
業
継
続
な

ど
経
営
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
Ｃ
Ｆ

Ｏ（
最
高
財
務
責
任
者
）、
Ｃ
Ｓ
Ｏ（
最
高
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
責
任
者
）、
Ｃ
Ｒ
Ｏ（
最
高

リ
ス
ク
管
理
責
任
者
）が
同
じ
土
俵
で
議
論

で
き
る
統
合
的
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
「
何
か
が
起
き

た
後
」
に
動
く
計
画
だ
が
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
リ
ス
ク
に
は
予
兆
が
あ
る
。
地
政
学
的
緊

張
の
高
ま
り
や
規
制
変
更
、
特
定
国
へ
の
依

存
度
上
昇
な
ど
を
平
時
か
ら
把
握
し
、
早
期

に
対
応
す
る
仕
組
み
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
海
外
で
は
、
衛
星
デ
ー
タ
や
船
舶
追

跡
情
報
な
ど
を
活
用
し
て
リ
ス
ク
の
兆
候
を

監
視
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

　

実
務
上
は
、
ま
ず
重
要
製
品
と
重
要
部
材

を
特
定
し
、
代
替
調
達
先
、
切
替
リ
ー
ド
タ

イ
ム
、
戦
略
在
庫
、
顧
客
対
応
方
針
を
整
理

し
て
お
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
、「
何
が
起

図表 2　アジアと欧州間の陸路と海路［1］

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
止
ま
っ
た
後
の

復
旧
計
画
で
は
な
い
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格
上
昇
、
輸
送
遅
延
、
取
引
制
限
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
と
い
っ
た
事
業
影
響
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
当
に
問

わ
れ
て
い
る
の
は
供
給
網
を
把
握
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。
可
視
化
は
あ
く
ま
で
出
発

点
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
経
営
の
意
思
決

定
こ
そ
が
重
要
だ
。

　

不
確
実
性
が
高
ま
る
時
代
に
お
い
て
、
あ

ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
紛
争
や
規
制
変
更
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
、
自
然
災
害
な
ど
、
何
が
い
つ
起
き
る

の
か
を
正
確
に
言
い
当
て
る
こ
と
は
誰
に
も

難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
が
起
き
て
も

事
業
を
継
続
し
、
顧
客
へ
の
供
給
責
任
を
果

た
し
、
企
業
価
値
を
守
る
た
め
の
備
え
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
も
は
や
単
な
る

コ
ス
ト
管
理
の
対
象
で
は
な
い
。
企
業
の
成

長
や
事
業
継
続
を
支
え
る
経
営
基
盤
そ
の
も

の
で
あ
る
。
供
給
網
の
変
化
を
い
ち
早
く
察

知
し
、
必
要
な
と
き
に
素
早
く
判
断
し
、
状

況
に
応
じ
て
柔
軟
に
立
て
直
せ
る
か
。
そ
の

差
が
、
企
業
の
強
さ
を
左
右
す
る
。
不
確
実

性
が
高
ま
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
見
る
目
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
経
営
が

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
こ
か

ら
、
本
当
の
備
え
が
始
ま
る
。

　

次
回
は
、
自
然
災
害
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
Ｂ
Ｃ
Ｍ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
危
機
管
理
を
取
り
上

げ
る
。
複
合
リ
ス
ク
の
時
代
に
お
い
て
、
基

本
的
な
リ
ス
ク
管
理
が
改
め
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
物
理
的
な
供
給
網
の
話
を

し
て
き
た
。
し
か
し
今
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の

が
、
新
た
な
リ
ス
ク
の
要
因
に
も
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
象
徴
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
あ
り
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
化
だ
。

　

高
度
な
推
論
能
力
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
先
進
的

な
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
が
次
々
と
登
場
す
る
一
方
、

そ
れ
ら
は
防
御
側
だ
け
で
な
く
攻
撃
側
に
も

利
用
さ
れ
得
る
。
脆
弱
性
の
探
索
や
攻
撃
手

法
の
高
度
化
を
支
援
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
各
国
政
府
や
重
要
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
が
安
全
性
評
価
を
進
め
て
い
る
背
景
に

は
、
そ
う
し
た
懸
念
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の

の
性
能
で
は
な
く
、そ
れ
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
る
。
現
在
の
供
給
網

は
物
流
網
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
生
産
管
理
、
受
発
注
、
ク
ラ
ウ
ド

基
盤
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
層
的

な
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
上
に
構
築
さ
れ
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
能
力

が
高
度
化
す
れ
ば
、
影
響
は
情
報
シ
ス
テ
ム

部
門
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
物
流
シ
ス
テ
ム
の

停
止
、
港
湾
・
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
の
障
害
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
攻
撃
に
よ
る
供
給
停
止

な
ど
、
供
給
網
全
体
に
波
及
し
う
る
。

　

今
後
は
、
物
理
的
な
供
給
網
の
強
靱
化
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
供
給
網
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

向
上
が
経
営
上
の
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
く

に
違
い
な
い
。

【
企
業
事
例
Ｅ
】

事
業
を
止
め
た
の
は
、
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
デ
ー
タ
だ
っ
た

　

海
外
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
Ｅ
社
の
事

例
を
紹
介
し
た
い
。
出
荷
デ
ー
タ
の
管
理

を
海
外
の
物
流
事
業
者
に
委
託
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
そ
の
事
業
者
が
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
攻
撃
を
受
け
、
出
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
が

停
止
し
た
。
製
品
も
在
庫
も
存
在
し
て
い

た
が
、
ど
の
ロ
ッ
ト
を
ど
の
顧
客
向
け
に

出
荷
す
べ
き
か
を
即
座
に
把
握
で
き
ず
、

生
産
計
画
と
納
期
対
応
に
大
き
な
混
乱
が

生
じ
た
。
問
題
は
さ
ら
に
重
な
り
、
物
流

事
業
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
不
十
分
だ
っ
た

上
、
保
管
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
も
復
旧
手

順
の
不
備
と
デ
ー
タ
破
損
に
よ
っ
て
速
や

か
に
復
元
で
き
な
か
っ
た
。
モ
ノ
が
あ
っ
て

も
デ
ー
タ
が
使
え
な
け
れ
ば
事
業
は
止
ま

る
。
現
在
Ｅ
社
で
は
、
委
託
先
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス

ク
評
価
に
加
え
、
重
要
デ
ー
タ
の
多
重
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
復
旧
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
。ま
さ
に
事
業
を
止
め
た
の
は
、

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
デ
ー
タ
だ
っ
た
。

　

こ
の
事
例
が
示
す
の
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
Ｉ
Ｔ
部
門
や
委
託
先
だ
け
の
問
題
と
捉

え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
製
品
や

在
庫
が
あ
っ
て
も
デ
ー
タ
が
使
え
な
け
れ
ば

事
業
は
止
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
で
は
、
自
社
だ
け
で
な
く
委
託
先

を
含
め
た
デ
ー
タ
管
理
や
復
旧
体
制
の
実
効

性
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

平
時
か
ら
代
替
手
段
や
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
整
え
、
障
害
時
に
迅
速
に
動
け
る
体
制
を

築
い
て
お
き
た
い
。
リ
ス
ク
そ
の
も
の
を
な

く
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
事
業
停
止
へ
拡
大

さ
せ
な
い
備
え
が
急
務
だ
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
は
も
は
や
調
達
や
物
流
の
効
率
化

だ
け
で
語
れ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
地
政
学
、

原
材
料
、
物
流
、
規
制
、
人
権
、
サ
イ
バ
ー
、

Ａ
Ｉ
な
ど
、
多
様
な
リ
ス
ク
が
供
給
網
の
中

で
複
雑
に
結
び
付
き
な
が
ら
企
業
活
動
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

筆
者
自
身
、こ
れ
ま
で
調
達
、生
産
、物
流
、

リ
ス
ク
管
理
、
経
営
企
画
な
ど
多
く
の
部
門

の
方
々
か
ら
話
を
伺
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で

改
め
て
感
じ
た
の
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
問
題
は
も
は
や
一
つ
の
部
門
だ
け
で
管
理

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
経
営
全
体
で
捉
え

る
べ
き
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
実
務
担
当
者
や
経
営
層
か
ら

共
通
し
て
聞
か
れ
た
の
は
、「
ま
ず
自
社
の

供
給
網
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
出
発
点

で
あ
る
」
と
い
う
点
だ
っ
た
。
重
要
製
品
や

重
要
部
材
を
特
定
し
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
、
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
3
も
含
め
た
依
存
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
し
て
、
地
政
学
リ
ス
ク
を
単
な
る
海

外
情
勢
と
し
て
で
は
な
く
、
調
達
停
止
、
価

分
断
の
時
代
に
問
わ
れ
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
経
営

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
新
た
な

脅
威
は「
Ａ
Ｉ
」か
も
し
れ
な
い
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災害時、どこに「避難」すれば…

災害派遣福祉チーム（DWAT）の取組と、
避難所運営上のリスク管理について

介護現場におけるリスクマネジメント第2回

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、「
後
発
地

震
注
意
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
三
陸
沖
で
の

地
震
の
後
、「
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
」
が
加
速
し

て
お
り
、
今
後
大
き
な
地
震
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
」
と
は
、
震
源

安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
」
が
避
難
の

本
質
で
あ
る
と
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
避
難
の
考
え
方
が
、「
場
所
」
か
ら

「
人
」
へ
と
変
化
し
た
わ
け
で
す
。

●	

自
宅
が
安
全
で
あ
れ
ば
自
宅
に
と
ど
ま
る 

●	

親
戚
・
知
人
宅
へ
移
動
す
る 

●	

車
中
で
避
難
生
活
を
送
る 

　

と
い
っ
た
行
動
も
、
適
切
な
条
件
下
で
は

「
正
し
い
避
難
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
特
に
高

齢
者
や
要
介
護
者
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
家
庭

に
と
っ
て
、
非
常
に
有
効
果
的
な
発
想
で
す
。

環
境
の
変
化
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
避
け
る
た
め
に
も
、「
無
理
に
移
動
し
な

い
」
と
い
う
選
択
肢
が
制
度
的
に
裏
づ
け
ら

れ
た
点
は
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
世
帯
や
、
知
的
等
に
障
害
を
も
つ

子
を
抱
え
る
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
避
難
所

に
行
く
こ
と
自
体
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
物
理
的
に
避
難
所
ま
で
の
距
離
が
遠
い

こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
能
登
半
島
地
震

で
の
教
訓
か
ら
も
、
認
知
症
や
知
的
障
害
を

持
つ
方
に
と
っ
て
、
集
団
生
活
を
強
い
ら
れ

る
避
難
所
は
、「
避
難
の
場
所
」
と
し
て
、
必

ず
し
も
正
し
い
選
択
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

声
を
あ
げ
た
り
、
周
囲
の
目
を
気
に
し
な
が

ら
の
、
長
期
に
渡
る
か
も
し
れ
な
い
避
難
所

生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
お
分
か
り
に
な
る

で
し
ょ
う
。

●	

建
物
の
倒
壊
・
浸
水
の
危
険
が
な
い 

の
周
辺
で
断
層
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
、
ひ
ず

み
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
開
放
・
放
出
さ
れ
る
現
象

で
す
。

　

ま
た
、
数
百
年
と
い
う
長
い
周
期
で
繰
り

返
さ
れ
る
超
巨
大
地
震
は
、「
ス
ー
パ
ー
サ
イ

ク
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
こ
の

研
究
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
北
沖
や
千
島
海
溝
な
ど
で
は
、
す
で
に
超

巨
大
地
震
を
“
起
こ
せ
る
”
ほ
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
つ
ま
り
地
盤
の
ひ
ず
み
や
圧
力
が
蓄

積
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｇ
Ｗ
直
前
の

４
月
18
日
に
長
野
県
で
震
度
5
強
の
地
震
が

発
生
し
、
そ
の
２
日
後
の
20
日
に
三
陸
沖
で

震
度
５
強
の
地
震
、
翌
日
に
は
「
後
発
地
震

注
意
情
報
」
が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
、
１

週
間
程
度
は
巨
大
地
震
に
備
え
る
よ
う
に
、

と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
昨
年
12
月
、
青
森
県
で
の
最

大
震
度
6
強
を
観
測
し
た
東
方
沖
地
震
に
よ

り
、
北
海
道
も
含
め
た
千
島
海
溝
地
震
の
脅

威
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下

地
震
に
次
い
で
、
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
「
地
震
列
島
」
と
い
わ
れ
る
所

以
で
す
。

　

巨
大
地
震
の
被
害
は
、
単
に
家
屋
の
倒
壊

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
島
海
溝
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
巨
大
津
波
が
想

定
さ
れ
、
首
都
直
下
地
震
で
は
広
範
囲
の
火

災
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
私
た
ち
は
命
を
守
る
た
め
、
ど

こ
に
避
難
し
、
誰
が
助
け
に
来
て
く
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
今
の
地
震
を
含
め
た
自
然
災
害
の
特

徴
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
の
記
事
で
お

伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
避
難
所

で
の
生
活
や
、
ま
た
被
災
の
程
度
が
深
刻
か

つ
広
域
で
あ
っ
た
場
合
、
被
災
し
て
い
な
い

地
域
か
ら
の
応
援
や
支
援
の
取
組
と
し
て
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ（
災
害
福
祉
派
遣
チ
ー
ム
）の
投

入
、
そ
し
て
要
配
慮
者
の
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
も
つ
「
福
祉
避
難
所
」
の
取
組
に
つ

い
て
、
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
の
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
避
難
の
考
え
方
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
改
正
の
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
時
避

難
所
や
二
次
避
難
所
と
い
う
自
治
体
が
指
定

し
た
「
指
定
避
難
所
中
心
」
の
考
え
方
か
ら
、

友
人
や
親
戚
の
家
も
含
め
た
「
安
全
な
場
所

へ
の
柔
軟
な
避
難
」
と
い
う
方
向
に
変
化
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
２
５
年
５
月
の
改
正
に
お
い

て
は
、「
避
難
」
の
考
え
方
が
よ
り
柔
軟
に

見
直
さ
れ
、「
自
宅
」
や
「
車
中
泊
」
を
し
て

い
る
被
災
者
に
対
し
て
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
明
記
さ
れ
た
こ
と
が

一
番
の
特
徴
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
最
近
の
法
改
正
に
お
い
て
最

も
重
要
な
点
は
、「
避
難
＝
避
難
所
へ
行
く

こ
と
」
と
い
う
固
定
観
念
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
改
正
後
は
、「
命
を
守
る
た
め
に

い
ま
そ
こ
に
あ
る
危
機

「
避
難
」の
考
え
方
の
変
化

自
宅
避
難
と
は
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●	

土
砂
災
害
や
津
波
の
危
険
区
域
に
該
当
し

な
い 

●	

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
に
一
定
期
間
耐
え
ら

れ
る
備
え
が
あ
る 

　

等
の
条
件
が
整
え
ば
、
自
宅
に
と
ど
ま
っ

て
生
活
を
継
続
す
る
避
難
方
法
は
最
適
と
い

え
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

●	

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
る 

●	

感
染
症
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る 

●	

生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
少

な
い 

●	

要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
負
担
が

少
な
い

　

一
方
で
、
自
宅
避
難
に
は
以
下
の
よ
う
な

課
題
も
あ
り
ま
す
。

●	

孤
立
す
る
リ
ス
ク 

●	

支
援
物
資
が
届
き
に
く
い 

●	

情
報
が
入
り
に
く
い 

●	

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
す
る
可
能
性

　

車
中
泊
は
、
避
難
所
の
混
雑
回
避
や
ペ
ッ

ト
同
伴
な
ど
の
理
由
か
ら
、
実
際
の
災
害
時

に
多
く
選
択
さ
れ
て
き
た
避
難
方
法
で
す
。

10
年
前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
際
、
車
中

泊
の
有
効
性
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
う
し
た
実
態
を

踏
ま
え
、
車
中
泊
も
「
適
切
な
避
難
の
一
形

態
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

●	

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確
保
で
き
る 

●	

家
族
単
位
で
生
活
で
き
る 

●	

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
過
ご
せ
る 

●	

避
難
所
の
ス
ト
レ
ス
を
回
避
で
き
る 

　

一
方
で
、車
中
泊
避
難
に
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群（
静
脈
血
栓
塞
栓
症
）」
に
よ

る
問
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
る
こ
と
に
よ
り
血
栓

が
で
き
、
そ
れ
が
肺
に
詰
ま
る
と
命
に
関
わ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
過
去

の
災
害
で
も
、
車
中
泊
中
の
死
亡
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
が
示
し
て
い
る
の
は
、

「
正
解
は
一
つ
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
避
難
す
る
場
所
や
方
法
は
、
個
々

の
状
況
や
地
域
の
特
性
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
自
分（
家
族
）

に
と
っ
て
、
最
も
安
全
な
避
難
の
た
め
の
選

択
は
何
か
」
を
事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

●	

自
宅
の
立
地（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、
地
理
的
リ
ス
ク
を
把
握
） 

●	

家
族
構
成
や
健
康
状
態 

●	

必
要
な
支
援
の
内
容 

●	

避
難
先
の
候
補（
複
数
） 

　

を
整
理
し
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と

し
て
具
体
化
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
法
改

正
に
よ
っ
て
、
自
宅
で
の
避
難
者
や
、
車
中

で
の
避
難
者
に
対
し
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
」
が
災
害
救
助
法
の
救
助
の
種
類
と
し

て
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
施
設
を
は
じ
め

と
す
る
福
祉
避
難
所
で
の
支
援
を
担
っ
て
き

た
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）が
、

被
災
地
の
状
況
に
応
じ
て
「
場
所
」
に
関
わ

ら
ず
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
支
援
の
対
象
が
「
避
難
所
に

い
る
人
」
だ
け
で
は
な
く
、「
支
援
を
必
要
と

す
る
人
」
そ
の
も
の
へ
と
広
が
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体

で
、
ま
た
今
後
、
甚
大
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
求

め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
前
に
、
国
は
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
６
月
に
「
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
し
た
も
の
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
改
正
に
な
っ
た
部
分
と
し
て
は
、

避
難
所
で
の
支
援
か
ら
、
自
宅
を
含
め
た
支

援
と
し
て
「
場
」
か
ら
「
人
」
へ
と
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
以
外
に
、

●	

避
難
の
長
期
化
に
伴
う
、
被
災
者
心
理
へ

の
配
慮

●	
「
夜
間
や
休
日
」
に
お
け
る
発
災
の
可
能

性
を
高
く
み
た
、
強
制
参
集
を
含
め
た
人

員
の
確
保

●	

「
個
別
避
難
計
画
」
を
作
成
す
る
市
区
町

村
と
、
福
祉
事
業
者
と
の
連
携
強
化

●	

72
時
間
以
内
の
派
遣
調
整

●	

災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善

な
ど

　

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
法
改
正
や
国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
て
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
位
置
づ
け

や
役
割
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（D

isaster W
elfare 

A
ssistance T

eam

：
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
）は
、
災
害
時
に
被
災
地
へ
派
遣
さ

れ
る
福
祉
専
門
職
の
チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
な

ど
が
参
加
し
、
避
難
所
や
福
祉
施
設
で
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
設
立
の
経
緯
と
し
て
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

避
難
所
に
お
け
る
高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活

環
境
が
著
し
く
悪
化
し
、
健
康
被
害
や
関
連

死
が
多
発
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

主
な
役
割
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●	

要
配
慮
者
の
生
活
支
援

●	

福
祉
避
難
所
の
運
営
支
援

●	

避
難
所
環
境
の
改
善

●	

福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
調
整

　

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
存
在
に
よ
り
、
医
療
中
心

だ
っ
た
災
害
支
援
に
「
福
祉
の
視
点
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

災
害
福
祉
支
援
事
業
は
、
都
道
府
県
を
中

心
に
実
施
さ
れ
る
仕
組
で
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
養

車
中
泊
避
難
と
は

災
害
時
に
お
け
る

福
祉
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
災
害
福
祉
支
援
事
業
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成
や
派
遣
体
制
の
整
備
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
時
か
ら
の
研
修
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が

行
わ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
迅
速
な
支
援
が

可
能
と
な
る
よ
う
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
平
時
か
ら
の

つ
な
が
り
」
で
す
。
災
害
時
に
初
め
て
連
携

を
図
る
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
、
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
、
全
国
で
約
１
１
，０
０
０
名
程
の
登
録

者（
２
０
２
６
年
１
月
末
時
点
）が
存
在
し

ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
全
国
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

の
取
組
を
集
約
し
、
各
都
道
府
県
間
の
派
遣

調
整
等
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
形
で
災
害
福
祉

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
央
セ
ン
タ
ー
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
、
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
と

し
て
相
互
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
の
整
備
は
全
国
で
進
め
ら
れ

た
も
の
の
、
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
確
実

な
稼
働
を
図
る
う
え
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間

で
の
調
整
や
、
指
揮
す
る
事
務
局
の
整
理
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
情
報
化
の

一
元
化
や
福
祉
領
域
だ
け
で
は
な
く
保
健
・

医
療
と
の
連
携
も
必
要
不
可
欠
と
の
認
識
に

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

介
護
現
場
や
障
害
、
児
童
と
い
っ
た
避

難
弱
者
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
か
ら
、
事
業
継

続
計
画（
以
下
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
作
成
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
は
、
前
回
の
記
事
で
も
お
話
し

し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
な
か
で
も
、「
他
施
設
・
他

事
業
所
と
の
連
携
」
項
目
の
次
に
、「
地
域

と
の
連
携
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
具
体
的
に

は
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
画

や
、
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
へ
の
登
録
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
他
施
設
・
他
事
業
所

と
の
連
携
」
項
目
に
お
い
て
は
、
あ
る
一
定

の
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
の
浸
水
を
伴
う
水

害
や
土
砂
災
害
等
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
同

一
被
災
エ
リ
ア
内
で
の
施
設
間
等
の
相
互
連

携
に
よ
っ
て
、
事
業
の
継
続
を
図
る
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
「
地
域
と
の
連
携
」
項
目
で
は
、
よ

り
大
き
な
自
然
災
害
等
を
想
定
し
た
、
地
域

と
い
う
エ
リ
ア
を
超
え
て
、
他
府
県
等
か
ら

の
応
援
や
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
る
ケ
ー
ス

に
備
え
る
の
が
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
発
動
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
養
成
課
程
の
な
か
で
は
、
応

援
チ
ー
ム
が
到
着
す
る
の
を
４
日
目
の
朝
、

と
設
定
し
て
い
ま
す（
72
時
間
以
内
の
派
遣

調
整
）。
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
登
録
し
て
い
る
者
の

う
ち
、
誰
を
選
定
し
、
ど
こ
の
被
災
施
設
に

向
か
え
ば
い
い
の
か
、
車
両
の
調
達
か
ら
誰

が
同
乗
し
、
ど
の
ル
ー
ト
で
向
か
え
ば
い
い

の
か
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
被
災
に
よ
っ
て

交
通
網
は
破
壊
・
冠
水
等
に
よ
り
寸
断
・
遮

断
さ
れ
て
い
ま
す
。車
両
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
道
路
案
内
等

も
機
能
し
ま
せ
ん
。
ま
た
被
災
地
に
到
着
し

て
も
、
滞
在
日
数
の
確
認
か
ら
宿
泊
先
の
確

保
、
と
い
っ
た
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
の

出
発
と
な
る
た
め
、
被
災
し
た
現
地
に
入
る

ま
で
に
約
３
日
間
程
度
の
時
間
を
要
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
３
日
間
程
度

の
停
電
や
断
水
が
想
定
さ
れ
る
規
模
の
自
然

災
害
が
夜
間
に
発
生
し
た
ら
」
を
前
提
に
、

ど
こ
の
事
業
所
に
お
い
て
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
被
災
し
た
施
設
も
含
め
す
べ
て

の
事
業
所
に
お
い
て
、
3
日
間
は
ど
こ
か
ら

の
支
援
や
応
援
も
な
い
な
か
、
自
分
た
ち
だ

け
で
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
認
識
や
視
点
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

４
日
目
の
朝
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
応
援
と
し
て

到
着
し
た
際
、
ま
ず
彼
ら
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
被
災
し
た
施
設
な
り
事
業
所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
な
か
か
ら
、「
業
務
上
の
優
先
順
位
」
を

確
認
し
、
役
割
分
担
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
被
災
の
程
度
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
、

職
員
の
出
勤
率
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
優
先

順
位
の
関
係
で
後
回
し
に
し
た
業
務
の
何
か

ら
戻
す
の
か
、
を
被
災
し
た
施
設
や
事
業
所

の
職
員
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
支
援
を
続
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
訪
問

系
事
業
所
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
通
所
事

業
所
、
そ
し
て
ケ
ア
マ
ネ
等
の
居
宅
支
援
事

業
所
に
お
い
て
は
、
大
規
模
災
害
時
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
お
け
る
業
務
の
優
先
順
位
の
関
係
上
、

事
業
の
停
止
や
事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
者
の
介
護
は
一
時
的
に
停
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
継
続
可
能
な
事
業
所

へ
の
連
携
を
ケ
ア
マ
ネ
で
あ
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
が
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
現
実
に
は
、
在
宅
高
齢
者
の
避
難
先
で
あ

る
指
定
避
難
所
や
、
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
利
用
者

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
議
を
、
平
時
の
う

ち
に
介
護
施
設
等
と
協
議
を
行
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す※
１

。
今
後
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
強
化
も
含
め
、
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
が
十
分
に
機
能
す
る
た
め
に
は
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
の
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に

対
す
る
「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
が
、
市

区
町
村
に
対
し
努
力
義
務
と
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
誰
が
、
ど
こ
へ
、
ど
の

よ
う
に
避
難
す
る
の
か
を
事
前
に
具
体
的
に

定
め
て
お
く
も
の
で
す
。

　

介
護
事
業
所
と
し
て
は
、
利
用
者
の
生
活

環
境
や
身
体
状
況
を
把
握
し
て
い
る
強
み
を

活
か
し
、
こ
の
計
画
作
成
に
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
個
別
避
難
計
画
」
作
成
義
務
化
の

前
に
、
求
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
２
０
１
１

「
個
別
避
難
計
画
」と
は

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）と

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）

の
関
連
性
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●	

全
体
統
括（
施
設
長
等
の
施
設
管
理
者
）

●	

利
用
者
対
応（
介
護
職
員
）

●	

医
療
対
応（
看
護
職
員
）

●	

物
資
管
理
担
当（
事
務
職
員
）

●	

外
部
連
絡
担
当

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
な
ど
外
部
支
援
が
入

る
こ
と
を
前
提
に
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
先
に
も
触
れ
た

通
り
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
到
着
は
72
時
間
後
の
４

日
目
の
朝
が
最
短
、
と
考
え
て
お
い
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
発
災
か
ら
３
日
間
は
誰
の

ど
こ
か
ら
の
支
援
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
、
強
制
参
集
等
の
規
定
を
作
り
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
４
日
目
の
朝
に
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
到
着

し
た
な
ら
ば
、
避
難
所
で
あ
る
介
護
施
設
側

が
作
成
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
「
職
員
の
出
勤
率
と

業
務
の
優
先
順
位
」
を
念
頭
に
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

側
が
支
援
す
る
こ
と
、
避
難
所
側
の
職
員
が

や
る
べ
き
こ
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、
互
い
に
過
度
な

遠
慮
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
被
災
地
側
も
応

援
側
も
、「
お
互
い
様
」
で
支
え
合
う
と
い
う

意
識
を
持
ち
な
が
ら
連
携
す
る
こ
と
が
、
長

期
化
す
る
災
害
対
応
で
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
運
営
に
欠
か
せ
な
い
視
点
と
し

て
、「
防
災
Ｔ
Ｋ
Ｂ
」（T

oilet

＝
ト
イ
レ
、

K
itchen

＝
食
事
、B

ed

＝
睡
眠
）の
整
備

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
も
、
福
祉
避
難
所
で
あ
る
介
護
施

設
で
は
年
に
２
回
の
避
難
訓
練
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
平
時
か
ら
の
準
備

が
、
有
事
の
際
の
確
認
に
つ
な
が
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
避
難

の
あ
り
方
は
柔
軟
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
や
災
害
福
祉
支
援
事
業
の
整
備
に

よ
り
、
福
祉
分
野
の
支
援
体
制
も
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
も
重
要
な
の
は
「
現
場
の
判

断
力
」
と
「
日
頃
の
備
え
」
で
す
。
制
度
や

仕
組
み
は
あ
く
ま
で
支
援
で
あ
り
、
最
終
的

に
利
用
者
を
守
る
の
は
現
場
の
職
員
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
平
時
か
ら
の
準
備
を
怠
ら

ず
、「
そ
の
時
」
に
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、
日
々
の
業
務
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
す
。

　

大
き
な
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
際
、「
協

議
」
や
「
調
整
」
は
無
意
味
な
も
の
と
化
し

ま
す
。
協
議
や
調
整
は
、
そ
の
前
に
し
て
お

く
こ
と
で
す
。
生
き
残
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
、
そ
の
場
に
い
る
者
の
「
決
断
」
と
「
命

令
」
な
ん
で
す
。
間
違
っ
て
も
、「
指
示
」
や

「
お
願
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
緯
と
し
た
「
要
支

援
者
の
名
簿
作
成
」
で
し
た
。
こ
の
名
簿
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
作
成
済
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
の

「
個
別
避
難
計
画
」
に
関
し
て
は
、
作
成
率

が
14
％
と
、
対
象
者
の
６
人
に
１
人
し
か
作

成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん※
２

。

　

計
画
の
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
理
由
と
し

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
機
械
的
に
高

齢
世
帯
な
り
、
障
害
世
帯
な
り
で
ソ
ー
ト
を

か
け
て
作
る
「
要
支
援
者
名
簿
」
と
は
異
な

り
、「
個
別
避
難
計
画
」
は
対
象
者
ご
と
の

個
別
設
計
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
手
間
と
時

間
が
か
か
る
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

個
人
情
報
と
の
関
係
も
あ
り
、
そ
の
扱
い
に

つ
い
て
非
常
に
神
経
質
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
点
、
そ
し
て
一
番
は
、
個
別
性
が
非
常
に

高
い
こ
と
か
ら
、
一
律
に
義
務
化
が
難
し
く

努
力
義
務
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
対
象
者
で
あ
る
要
支
援
者
も

強
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
お

願
い
や
同
意
に
よ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
、
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
が
困
難
な
人

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
避
難
所
で
す
。
多
く

の
場
合
、
介
護
施
設
や
福
祉
施
設
が
そ
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
宅

避
難
や
車
中
泊
避
難
も
避
難
の
あ
り
方
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
介
護
が

必
要
な
者
に
と
っ
て
の
「
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
」
は
、
介
護
施
設
等
の
福
祉
避
難
所
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
夜
間
や
冬
期
に
お
い

て
は
、
一
般
避
難
所
よ
り
も
福
祉
施
設
の
方

が
現
実
的
な
避
難
先
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
の
運
営
に
お
い
て
最
も
大
き

な
課
題
は
、「
通
常
業
務
と
の
両
立
」
で
す
。

す
で
に
入
所
し
て
い
る
利
用
者
に
加
え
、
新

た
な
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
人
的
・
物
的
資
源
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

ま
た
、
避
難
者
の
情
報
が
十
分
に
共
有
さ
れ

な
い
ま
ま
受
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
医
療

情
報
や
服
薬
状
況
の
把
握
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
受
入
れ
時
に
は
以
下
の
点
を

重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●	

最
低
限
必
要
な
情
報
の
確
認（
氏
名
、
既

往
歴
、
服
薬
）

●	

受
入
れ
人
数
の
上
限
設
定

●	

優
先
順
位
の
明
確
化

　

そ
し
て
、
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
負

う
、
と
い
う
こ
と
は
、
被
災
エ
リ
ア
で
あ
り

な
が
ら
も
被
害
が
少
な
く
、「
籠
城
に
耐
え

う
る
」
と
い
う
判
断
の
下
で
の
運
営
体
制
の

構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
役
割
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
1	

一
般
財
団
法
人 

日
本
総
合
研
究
所
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
及
び

非
常
災
害
対
策
計
画
に
お
け
る
実
効
性
の
確
保
と

地
域
住
民
と
の
連
携
促
進
に
関
す
る
調
査
研
究
事

業
」２
０
２
６
年
３
月
。

※
2	

「
福
祉
新
聞
」２
０
２
５
年
７
月
３
日
。

生
き
残
る
際
に
必
要
な
こ
と

福
祉
避
難
所
の
運
営
と
、

介
護
施
設
の
役
割
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短
期
的
に
循
環
さ
せ
る
「
フ
ロ
ー
型
」
か

ら
、
腰
を
据
え
て
戦
力
化
す
る
「
ス
ト
ッ

ク
型
」
へ
の
重
心
移
動
と
捉
え
て
い
る
。

育
成
就
労
で
は
本
人
の
意
向
に
よ
る
転
籍

も
一
定
の
要
件
下
で
認
め
ら
れ
る
。
選
ば

れ
な
け
れ
ば
人
材
は
定
着
せ
ず
、
流
出
す

る
。
企
業
側
も
こ
の
変
化
を
正
し
く
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

外
国
人
材
採
用
に
お
け
る
最
大
の
リ
ス

ク
は
、
在
留
資
格
制
度
へ
の
理
解
不
足
で

あ
る
。
外
国
人
は
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う

に
ど
の
仕
事
に
も
自
由
に
就
け
る
わ
け
で

は
な
い
。
在
留
資
格
ご
と
に
就
労
可
能
な

範
囲
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
任
せ
る
業
務

と
資
格
の
活
動
範
囲
が
ず
れ
て
い
れ
ば
、

企
業
が
「
不
法
就
労
助
長
」
に
問
わ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際

業
務
」
で
採
用
し
た
人
材
に
、
単
純
作
業

を
中
心
に
行
わ
せ
る
こ
と
は
問
題
と
な
り

得
る
。
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
資
格
外

活
動
許
可
の
範
囲
が
あ
り
、
原
則
と
し
て

週
28
時
間
以
内
と
い
う
制
限
が
あ
る
。
特

定
技
能
に
も
分
野
・
業
務
区
分
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
万
一
、
不
法
就
労
助
長
と
認

定
さ
れ
れ
ば
、
本
人
の
在
留
資
格
に
影
響

が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
企
業
側
も
罰
則
の

対
象
と
な
り
、
社
名
の
公
表
や
以
後
の
受
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日
本
企
業
に
と
っ
て
、
外
国
人
材
の
採

用
・
登
用
は
、
も
は
や
一
部
の
業
種
に
限

ら
れ
た
特
別
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、外
食
、小
売
、宿
泊
、

製
造
、
建
設
、
農
業
、
介
護
な
ど
、
私
た

ち
の
日
常
を
支
え
る
多
く
の
現
場
で
、
外

国
人
材
は
す
で
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

　

出
入
国
在
留
管
理
庁
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
５
年
末
時
点
の
在
留
外
国
人
数
は

４
１
２
万
５
，３
９
５
人
と
な
り
、
初
め

て
４
０
０
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
前
年
か
ら
の
増
加
は
約
36
万
人

に
の
ぼ
る
。
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
外
国

人
労
働
者
に
限
っ
て
も
、
厚
生
労
働
省
の

集
計
で
２
５
７
万
人
を
超
え
て
お
り
、
い

ず
れ
も
増
加
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
な

い
。
産
業
別
で
は
製
造
業
が
最
も
多
く
全

体
の
約
４
分
の
1
を
占
め
る
が
、
近
年
は

医
療
・
福
祉
分
野
の
伸
び
が
際
立
つ
。
受

け
入
れ
は
も
は
や
都
市
部
の
大
企
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
方
の
中
小
企
業
に
ま
で
広

が
っ
て
お
り
、
規
模
や
業
種
を
問
わ
な
い

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
増
加
を
単

に
「
人
手
不
足
を
補
う
手
段
」
と
し
て
捉

え
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
外
国
人
材
の
採
用
は
、
採
用
戦
略

で
あ
る
と
同
時
に
、
労
務
管
理
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
、職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
体
制
、地
域
社
会
と
の
関
係
を
含
む
、

総
合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

な
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
外
国
人
材
受
け
入
れ
は
、
長
く

「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
と
「
技
能
実

習
」
を
中
心
に
進
ん
で
き
た
。
前
者
は
エ

ン
ジ
ニ
ア
や
通
訳
、
企
画
・
研
究
職
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
人
材
で
あ

り
、
後
者
は
国
際
貢
献
を
建
前
と
し
な
が

ら
、
実
際
に
は
多
く
の
地
域
産
業
を
支
え

る
労
働
力
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　

２
０
１
９
年
に
は
特
定
技
能
制
度
が

創
設
さ
れ
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
分
野

で
、
一
定
の
技
能
と
日
本
語
能
力
を
持
つ

外
国
人
材
の
就
労
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

特
定
技
能
は
近
年
と
り
わ
け
伸
び
が
著

し
く
、
す
で
に
30
万
人
を
大
き
く
超
え
て

い
る
。
国
籍
も
ベ
ト
ナ
ム
、中
国
に
加
え
、

ネ
パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
へ
と
多

様
化
が
進
む
。
そ
し
て
技
能
実
習
制
度

は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
２
０
２
７
年
4

月
か
ら
は
新
た
に
「
育
成
就
労
制
度
」
が

施
行
さ
れ
る
。
就
労
を
通
じ
て
人
材
を
育

成
し
、
特
定
技
能
へ
と
つ
な
げ
る
制
度
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
政
策
は
、「
一
時
的
に
来
て
も

ら
う
」
段
階
か
ら
、「
育
成
し
、
定
着
さ

せ
、
長
期
的
に
活
躍
し
て
も
ら
う
」
段
階

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
、

J コンサルティング合同会社　代表　髙橋 恵介

外国人材採用は「人手不足対策」
から「経営リスク管理」へ

「
一
時
的
に
来
て
も
ら
う
」段
階
は

終
わ
っ
た

第
一の
リ
ス
ク

―

制
度
理
解
の
不
足
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る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
語
教
育
を
勤
務
扱

い
に
す
る
、
生
活
支
援
を
行
う
、
宗
教
上

の
配
慮
を
す
る
、
と
い
っ
た
対
応
は
、
必

要
性
を
説
明
し
な
け
れ
ば
誤
解
を
招
く
。

　

重
要
な
の
は
、こ
れ
ら
を
「
特
別
扱
い
」

で
は
な
く
「
全
社
員
が
働
き
や
す
く
な
る

職
場
改
善
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
だ
。
業

務
手
順
の
見
え
る
化
、
指
示
の
明
確
化
、

評
価
基
準
の
透
明
化
、
相
談
体
制
の
整
備

は
、
日
本
人
社
員
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ

る
。
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
は
、
実
は
日

本
企
業
の
職
場
運
営
そ
の
も
の
を
見
直
す

好
機
な
の
で
あ
る
。

　

外
国
人
材
採
用
の
リ
ス
ク
と
は
、「
外

国
人
を
雇
う
こ
と
」
そ
の
も
の
で
は
な

い
。制
度
を
理
解
し
な
い
ま
ま
雇
う
こ
と
、

説
明
し
な
い
ま
ま
現
場
に
任
せ
る
こ
と
、

生
活
者
と
し
て
支
え
な
い
こ
と
、
日
本
人

社
員
へ
の
説
明
を
怠
る
こ
と
、
そ
し
て
短

期
的
な
労
働
力
と
し
て
し
か
見
な
い
こ
と

―
そ
れ
こ
そ
が
リ
ス
ク
で
あ
る
。
求
め

ら
れ
る
の
は
場
当
た
り
的
な
採
用
で
は
な

く
、
経
営
戦
略
と
し
て
の
設
計
だ
。
円
安

や
近
隣
諸
国
と
の
人
材
獲
得
競
争
を
背
景

に
、「
日
本
は
働
く
国
と
し
て
選
ば
れ
る

の
か
」
が
問
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
る
。
外

国
人
材
が
安
心
し
て
働
き
、
日
本
人
社
員

も
納
得
し
、
企
業
が
持
続
的
に
成
長
で
き

る
職
場
を
つ
く
る
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
企
業
に
求
め
ら

れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

け
入
れ
停
止
と
い
っ
た
事
態
を
招
き
か
ね

な
い
。
一
件
の
確
認
漏
れ
が
、
事
業
継
続

そ
の
も
の
を
揺
る
が
す
リ
ス
ク
と
な
り
得

る
の
で
あ
る
。
採
用
担
当
者
だ
け
で
完
結

さ
せ
ず
、
現
場
責
任
者
、
人
事
労
務
担

当
者
、
経
営
者
が
最
低
限
の
制
度
理
解
を

共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
知
ら
な

か
っ
た
」
は
、
リ
ス
ク
管
理
上
、
通
用
し

な
い
。

　

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
で
は
、
し
ば

し
ば
「
文
化
の
違
い
」
が
語
ら
れ
る
。
宗

教
、
食
習
慣
、
家
族
観
、
時
間
感
覚
、
上

司
と
の
距
離
感
な
ど
、
違
い
が
あ
る
の

は
確
か
だ
。
し
か
し
実
務
の
現
場
で
起

き
る
問
題
の
多
く
は
、
文
化
の
違
い
そ

の
も
の
よ
り
も
、
企
業
側
の
説
明
不
足

か
ら
生
じ
て
い
る
。

　

日
本
の
職
場
に
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
ル
ー
ル
が
多
い
。「
普
通
は
分
か
る
」

「
見
て
覚
え
る
」「
空
気
を
読
む
」
と
い
う

前
提
は
、
外
国
人
材
に
は
通
用
し
に
く

い
。
遅
刻
連
絡
や
休
暇
取
得
の
手
順
、
報

連
相
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
評
価
基
準
、
社
会

保
険
料
や
税
金
が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
な

ど
は
、
丁
寧
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
く
に
給
与
は
、
求
人
票
の
額
面
と

実
際
の
手
取
り
の
差
に
驚
く
人
も
少
な
く

な
い
。
初
回
給
与
の
前
に
控
除
の
内
訳
を

説
明
す
る
こ
と
は
、
離
職
防
止
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
あ
る
。
文
化
の
違
い
を
嘆
く

前
に
、
自
社
の
ル
ー
ル
を
言
語
化
し
、
見

え
る
化
で
き
て
い
る
か
を
点
検
す
べ
き
で

あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
、
企
業

側
は
し
ば
し
ば
「
外
国
人
材
の
日
本
語
力

不
足
」
と
し
て
片
づ
け
が
ち
だ
。
し
か
し

課
題
は
、日
本
人
側
の
伝
え
方
に
も
あ
る
。

職
場
で
は
「
な
る
べ
く
早
く
」「
ち
ゃ
ん
と

し
て
お
い
て
」「
い
い
感
じ
に
」
と
い
っ
た

曖
昧
な
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
文
脈
を
共

有
し
な
い
相
手
に
は
、
こ
れ
ら
は
非
常
に

分
か
り
に
く
い
。

　

指
示
は
、
短
く
、
具
体
的
に
、
確
認
可

能
な
形
で
伝
え
た
い
。
「
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
」
で
は
な
く
、「
こ
の
書
類
を
今

日
の
15
時
ま
で
に
３
部
コ
ピ
ー
し
、
山
田

さ
ん
の
机
に
置
い
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え

る
。
復
唱
し
て
も
ら
う
、
写
真
や
動
画
を

使
う
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
意
す
る
な

ど
、
ミ
ス
が
起
き
に
く
い
仕
組
み
も
有
効

だ
。
外
国
人
材
に
日
本
語
学
習
を
求
め
る

の
は
当
然
だ
が
、
企
業
側
も
「
伝
わ
る
日

本
語
」
を
使
う
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
片
方
の
責

任
で
は
な
く
、
職
場
全
体
で
設
計
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

外
国
人
材
の
定
着
に
お
い
て
、
採
用

後
の
最
初
の
90
日
は
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
。
来
日
・
入
社
直
後
は
、
仕
事
だ
け
で

な
く
、
住
居
、
通
勤
、
銀
行
口
座
、
携
帯

電
話
、
病
院
、
行
政
手
続
き
と
い
っ
た
生

活
課
題
を
同
時
に
抱
え
る
。
こ
の
時
期
に

孤
立
さ
せ
れ
ば
、不
安
や
不
満
が
蓄
積
し
、

早
期
離
職
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
逆
に
丁

寧
に
伴
走
で
き
れ
ば
、
職
場
へ
の
信
頼
が

育
ち
、
長
期
定
着
の
土
台
が
で
き
る
。

　

入
社
初
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

１
週
間
後
の
面
談
、
１
か
月
後
の
振
り
返

り
、
３
か
月
後
の
評
価
面
談
を
あ
ら
か
じ

め
設
計
し
て
お
き
た
い
。
仕
事
の
習
熟
度

だ
け
で
な
く
、
生
活
面
の
困
り
ご
と
や
人

間
関
係
、
母
国
の
家
族
へ
の
送
金
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
希
望
に
も
目
を
向
け
る
。
外

国
人
材
は
「
労
働
力
」
で
は
な
く
、
将
来

設
計
を
持
つ
一
人
の
生
活
者
で
あ
る
。
こ

の
視
点
を
欠
く
と
、
定
着
支
援
は
機
能
し

な
い
。

　

外
国
人
材
の
登
用
を
進
め
る
際
は
、
日

本
人
社
員
へ
の
説
明
も
欠
か
せ
な
い
。
外

国
人
材
だ
け
に
特
別
な
配
慮
を
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
れ
ば
、
不
公
平
感
が
生
ま
れ

第
二
の
リ
ス
ク

―

「
文
化
の
違
い
」よ
り「
説
明
不
足
」

第
三
の
リ
ス
ク

―

日
本
語
力
を

相
手
だ
け
の
責
任
に
し
な
い

定
着
を
左
右
す
る「
最
初
の
90
日
」

受
け
入
れ
は

日
本
人
社
員
の
働
き
方
も
変
え
る
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 ８	景品表示法
 ９	個人情報保護法
10	暴力団排除条例
11	知的財産に関連する法令
12	商標法
13	意匠法
14	人事・労務に関連する法令
15	安全配慮義務

第2章 リスクマネジメントの基本
 １	概要
 ２	リスクの考え方
 ３	リスクの認識
 ４	リスクの優先順位づけ
 ５	リスクへの対応
 ６	リスク対策の立案①　
 ７	リスク対策の立案②　
 ８	モニタリングと評価、改善

第4章 組織外部のリスク
 １	概要
 ２	政治・社会情勢
 ３	経済・市場の変動
 ４	法規制の改正
 ５	風評リスク
 ６	サプライチェーンリスク
 ７	カントリーリスク・地政学リスク
 ８	第三者による攻撃
 ９	感染症
10	地震・自然災害
11	事業継続計画（BCP）

第6章 組織・経営視点のリスク
 １	概要
 ２	組織のリスクマネジメント体制
 ３	社内コミュニケーション
 ４	エンタープライズ・リスクマネジメント

（ERM）
 ５	内部統制
 ６	コンプライアンス体制
 ７	リスクコミュニケーション
 ８	クライシスコミュニケーション
 ９	その他 組織・経営視点のリスク要因

リスクの認識力を高める

No Image, No Manage
リスクは認識できなければ管理できない
リスクマネジメント協会では、効果的な「全社的リスクマネジメント」を
実施するためには、全社員がリスクの『感性』を高めることが重要である
と考えています。
リニューアルした本テキストは、現場社員がリスクへの感性を高めること
を目的に、リスクが顕在化した近年の事例を数多く取り上げ、どのよう
な状況が大きな損失へと発展する可能性がある―リスク― なのかを
分かりやすく解説しています。

定　価：３，３００円
発行元：一般財団法人リスクマネジメント協会
ご購入：リスクマネジメント協会ホームページ
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［特集］

もはや「異常」ではない
気象のニューノーマル




